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乳幼児心肺蘇生法普及団体「クルス」の活動について
相模原市消防局

3

実施保育園から近隣の保育施設を取り込んで行っており、最近は男性
保育士の方もいます。１講習での受講者は２０～３０名程度になります。

講習は、研究課題である「短時間に魅力ある救命講習のあり方」を求めて
受講者、指導者とも軽装で、気軽に楽しく行うように、心掛けています。

実技の展示も指導者が行うのではなく、保育士の方に行ってもらって
います。事前の説明無しに突然行うのですが、皆さんできます。これは
受講者の多くは２年以内に再受講する方が多く、公立保育園保育士全
体の９０％以上が何らかの形で救命講習を受講しているからです。

質問等が多い事例に関して、実技の中で対応を行っています。多くは
外傷時の対応、けいれん時の対応、溺水、窒息時の対応といった内容
ですが、報道された事件事故など様々な想定を行い、保育園での対応
について保育士の方に問いかけています。

「クルス」は消防職員がボランティアで活動を開始した、乳幼児心肺蘇生法を普及する自主研究グループです。
この活動は、「短時間に魅力ある救命講習のあり方」を研究課題として、保育園等と消防側お互いの職場の理解を得た中で、平成９年から取り組

み、現在も続いています。今までに延べ約３，０００名が受講しており、毎年4月から年間で計画される講習は募集開始とともに定員に達し、おおむね
２年待ちの状態です。

この研究活動を通じ、保育園側では１１９番通報要領や初動時の対応について再検討がなされ、その対応を実際の現場で感じるようになりまし
た。私たち教える側も、当初寸劇等を行い、１時間３０分程度で行っていた講習を、現在は１時間程度に短縮して行っていますが、講習内容の低下が
ないよう、指導技術の向上に努めています。

平成１８年から１９年の津久井町、相模湖町、城山町、藤野町４町と相模原市の合併を契機に更なる活動の領域を得たことにより、新たな活動の場
として今後も継続して行っていく必要性を感じています。

最後に「クルス」の名前の由来ですが、Children Life Saver Sagamiharaの頭文字ＣＬＳＳから、「クルス」としています。

①受講者（保育士）集合

③保育士による実技展示 ④実際を想定した訓練風景（２名負傷者が発生）

②講習風景



特集「応急手当普及啓発活動の現状と課題⑳」（詳細p.8）

消防局

応急手当普及啓発活動
熊本市消防局の

応急手当普及啓発活動
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特集「応急手当普及啓発活動の現状と課題㉑」（詳細p.10）

札幌市消防局の

応急手当普及啓発活動
札幌市消防局の

応急手当普及啓発活動

5



救急救命九州研修所

研修風景

6

平成19年度・第24期 救急救命士研修課程

1分間スピーチ

講義風景

シミュレーション実習
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救
急
業
務
は
、
我
が
国
の
社
会
情
勢
の

進
展
に
伴
い
、
そ
の
体
制
は
年
々
整
備
さ

れ
て
き
て
お
り
、ま
さ
し
く
国
民
の
生
命
・

身
体
を
守
り
、
健
全
な
社
会
生
活
を
営
む

う
え
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
業
務
と

し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

救
急
出
場
件
数
は
昭
和
三
十
八
年
の
救

急
業
務
の
法
制
化
以
降
、
増
加
を
続
け
、

平
成
十
六
年
に
五
百
万
件
を
超
え
、
平
成

十
八
年
中
は
約
五
百
二
十
三
万
件
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
十
年
前
の
救
急
出
場

件
数
と
比
較
し
て
も
約
六
割
の
増
加
で
あ

り
、
少
子
高
齢
化
・
核
家
族
化
が
進
ん
で

い
る
昨
今
、
こ
の
ま
ま
で
は
、
今
後
も
救

急
需
要
の
増
加
が
予
測
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
救
急
需
要
対
策
と
し
て
、
ま
ず
は

不
要
不
急
の
救
急
要
請
に
つ
い
て
、
国
民

の
理
解
を
得
て
抑
え
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
各
消
防
機
関
に
お
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
に
も
不
適
切
な
頻
回
利
用
者
へ
の
個

別
指
導
や
住
民
に
対
す
る
救
急
車
の
適
正

利
用
の
普
及
啓
発
活
動
な
ど
に
積
極
的
に

取
り
組
ま
れ
て
い
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
新
た
な
視
点
に
立
っ
た
対
策
と
し

て
、
消
防
庁
で
は
、
平
成
十
八
年
度
か
ら

緊
急
度
・
重
症
度
の
選
別
（
ト
リ
ア
ー
ジ
）

に
関
し
検
討
を
進
め
、
現
在
、
検
証
実
験

を
通
し
て
、
一
一
九
番
受
信
時
に
お
い
て

重
症
者
を
軽
症
と
誤
認
す
る
こ
と
（
ア
ン

ダ
ー
ト
リ
ア
ー
ジ
）
の
リ
ス
ク
の
極
小
化

等
、
実
用
化
に
向
け
た
検
討
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
近
い
将
来
に
は
、
ト
リ
ア
ー
ジ

が
一
般
化
し
、
救
急
業
務
の
効
率
化
が
図

ら
れ
て
い
く
も
の
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
救
急
業
務
の
質
の
高
度
化
も
重

要
な
課
題
で
す
。
平
成
三
年
に
救
急
救
命

士
制
度
が
発
足
し
、
プ
レ
ホ
ス
ピ
タ
ル
・

ケ
ア
（
病
院
前
救
護
）
に
お
い
て
一
定
の

救
急
救
命
処
置
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
平
成
十
六
年

七
月
か
ら
は
気
管
挿
管
、
平
成
十
八
年
四

月
か
ら
は
薬
剤
（
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
）
の
投

与
と
い
っ
た
処
置
範
囲
の
拡
大
が
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
。

救
急
救
命
士
資
格
を
持
つ
消
防
職
員

は
、本
年
四
月
に
初
め
て
二
万
人
を
超
え
、

う
ち
約
一
万
八
千
人
が
現
場
で
救
急
業
務

に
従
事
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
気
管
挿

管
や
薬
剤
投
与
を
実
施
す
る
こ
と
の
で
き

る
救
急
救
命
士
の
数
も
約
四
千
七
百
人
と

な
り
ま
し
た
。
よ
り
一
層
の
救
命
率
の
向

上
の
た
め
、
救
急
救
命
士
を
含
む
救
急
隊

員
の
ま
す
ま
す
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

高
度
な
救
急
救
命
処
置
を
行
う
前
提
条

件
と
し
て
、
医
師
の
指
示
、
指
導
・
助
言

体
制
、
再
教
育
体
制
の
整
備
、
事
後
検
証

を
実
施
す
る
た
め
に
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
体
制
の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、地
域
に
よ
っ
て
、

そ
の
体
制
や
活
動
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
と

い
う
指
摘
も
あ
り
、
各
協
議
会
相
互
の
情

報
交
換
等
を
目
的
と
し
て
、
本
年
五
月
に

第
一
回
の
全
国
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
協
議
会
連
絡
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今

後
は
、
協
議
会
等
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

に
抱
え
る
問
題
を
抽
出
し
、
そ
れ
を
解
決

す
る
こ
と
に
よ
り
全
体
的
な
質
の
向
上
を

図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
Ｊ
Ｒ
福
知
山
線
脱
線
に

よ
る
大
事
故
や
先
般
の
能
登
半
島
沖
地
震
、

新
潟
県
中
越
沖
地
震
な
ど
の
大
規
模
災
害

に
お
い
て
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
消
防
と
医
療

の
連
携
、
特
に
近
年
養
成
さ
れ
つつ
あ
る
災

害
時
派
遣
医
療
チ
ー
ム
と
の
連
携
を
強
化

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
は

救
急
統
計
の
活
用
、
救
急
業
務
に
お
け
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
な
ど
様
々
な
課
題
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

救
急
業
務
に
対
す
る
国
民
の
期
待
と
信

頼
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
き
て
お
り
ま

す
。
消
防
庁
と
し
て
は
、
救
命
率
の
向
上

を
目
指
し
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、

プ
レ
ホ
ス
ピ
タ
ル
・
ケ
ア
の
一
層
の
充
実

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
各

消
防
機
関
に
お
い
て
も
、
住
民
・
国
民
の

期
待
に
沿
う
よ
う
、
諸
課
題
の
解
決
を
行

い
な
が
ら
、
救
急
業
務
の
高
度
化
が
図
ら

れ
る
よ
う
積
極
的
に
対
応
さ
れ
る
こ
と
を

切
に
望
む
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
救
急
振
興
財
団
な
ど
救
急
業
務

の
高
度
化
を
支
え
る
救
急
救
命
士
の
養
成

を
担
う
諸
機
関
の
関
係
者
の
皆
様
の
こ
れ

ま
で
の
ご
尽
力
に
深
く
感
謝
す
る
と
と
も

に
、
よ
り
一
層
の
研
鑽
の
場
を
提
供
い
た
だ

く
こ
と
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆巻頭のことば

救
急
業
務
の
現
況
と

救
急
行
政
に
つ
い
て

荒
木

慶
司
消
防
庁
長
官
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■
日
本
初
の
救
急
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
カ
レ
ッ
ジ
■

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
の
活
動
か
ら
、
市
民
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
た
後
藤

課
長
は
、
早
速
、
救
急
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
構
想
・
準

備
に
取
り
掛
か
っ
た
。
し
か
し
当
時
は
、「
消
防
と

協
働
す
る
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
概
念
自
体
珍

し
く
、
周
囲
の
理
解
を
な
か
な
か
得
ら
れ
な
か
っ

た
。」
と
い
う
。
構
想
段
階
か
ら
幾
多
の
障
害
を
乗

り
越
え
、
開
講
に
こ
ぎ
着
け
た
の
は
後
藤
課
長
の
熱

意
が
組
織
と
行
政
を
動
か
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
熊

本
市
消
防
局
は
、同
年
三
月
に
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

翌
年
四
月
に
記
念
す
べ
き
第
一
回
を
開
講
し
た
。

平
成
八
年
四
月
の
開
講
に
あ
た
り
、
募
集
は
市
の

広
報
紙
と
講
習
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
お
知
ら
せ
を
掲
載

し
た
だ
け
で
、「
五
〇
名
来
れ
ば
い
い
か
な
。」
と
い

う
程
度
で
あ
っ
た
が
、
実
際
に
は
予
想
の
三
倍
近
い

一
四
四
名
の
参
加
者
が
集
ま
っ
た
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
見
て
、自
分
た
ち
と
同
じ
よ

う
に「
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
の
か
。」と
い
う
思

い
を
も
っ
た
市
民
が
予
想
以
上
に
多
く
存
在
す
る
こ

と
を
知
り
、後
藤
課
長
は
じ
め
担
当
者
の
熱
意
は
ま

す
ま
す
強
く
な
っ
た
と
い
う
。今
で
も
、カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
冒
頭
で
、阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
映
像
を
必
ず
見

る
。池
田
主
査
は
言
う
。「
何
度
見
て
も
涙
が
出
ま
す
。

受
講
者
も
皆
涙
を
流
し
ま
す
。あ
の
時
の
気
持
ち
が
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
カ
レ
ッ
ジ
の
原
点
な
の
で
す
。」

■
自
主
性
を
重
ん
じ
る
独
自
の
取
り
組
み
■

今
日
で
は
各
地
に
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
存
在
し

て
い
る
が
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
直
後
の
「
く
ま
も

と
救
急
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
カ
レ
ッ
ジ
」準
備
期
間
中
は
、

そ
の
モ
デ
ル
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
、講
習
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
テ
キ
ス
ト
も
、

活
動
内
容
す
べ
て
が
救
急
隊
員
と
担
当
者
た
ち
が
知

恵
を
絞
っ
て
作
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
あ
る
。
テ
キ
ス

ト
作
り
を
し
て
そ
の
ま
ま
講
師
役
ま
で
こ
な
し
た
開

講
初
日
だ
っ
た
。

一
番
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、自
主
性
を
重
ん
じ

情報
Topics

平
成
七
年
一
月
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
契
機
に
誕
生
し
た
「
く
ま
も
と
救
急
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
カ
レ
ッ
ジ
」
は
、

独
自
の
講
習
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
好
評
を
博
し
、
こ
れ
ま
で
に
一
、四
三
九
名
の
受
講
登
録
者
が
誕
生
し
て
い
る
。

今
回
は
、
独
自
の
発
想
と
実
行
力
で
「
く
ま
も
と
救
急
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
カ
レ
ッ
ジ
」
を
生
み
育
て
て
き
た
熊
本

市
消
防
局
救
急
課
の
後
藤
達
弘
課
長
、
発
足
当
初
か
ら
こ
れ
を
支
え
て
き
た
金
子
忠
明
主
査
、
池
田
光
隆
主
査
に

お
話
を
伺
っ
た
。

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

■
パ
ー
ト
１

救 

急

応
急
手
当
普
及
啓
発
活
動
の
現
状
と
課
題
⑳

─
熊
本
市
消
防
局
を
取
材
し
て
─

文

―
編
集
委
員

坂
上

傑
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る
雰
囲
気
づ
く
り
。「
大
災
害
が
起
き
た
時
、我
々
の

力
だ
け
で
市
民
を
救
う
こ
と
は
で
き
な
い
。大
切
な

の
は
市
民
一
人
ひ
と
り
の
自
主
性
で
す
。」と
語
る
金

子
主
査
。常
に
市
民
と
同
じ
目
線
に
立
ち
、「
一
方
的

に
教
え
る
」の
で
は
な
く「
自
主
的
な
技
能
習
得
の
ア

シ
ス
ト
を
行
う
」こ
と
を
心
掛
け
て
い
る
と
い
う
。

ま
た
、池
田
主
査
の
口
か
ら
も
「
気
軽
に
」｢

ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
に｣

と
い
う
言
葉
が
よ
く
出
て
く
る
。
独

自
の
発
想
を
も
と
に
、
市
民
が
参
加
し
や
す
い
よ
う

常
に
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
月
一
回
二
時
間
半
の
受
講
が

計
四
回
で
合
計
一
〇
時
間
。
た
だ
し
、
月
に
二
回
、

同
じ
内
容
を
開
催
し
て
い
る
の
で
、
受
講
者
は
ど
ち

ら
か
都
合
の
い
い
日
を
選
択
で
き
る
。
開
催
日
が
週

末
に
設
定
さ
れ
て
い
る
の
も
受
講
者
に
は
魅
力
だ
。

ま
た
、
短
期
集
中
で
は
な
く
、
四
ケ
月
と
い
う
長
い

講
習
期
間
の
た
め
、
受
講
者
同
士
の
結
び
つ
き
が
強

く
な
る
と
い
う
。

救
命
講
習
と
の
大
き
な
違
い
は
、
主
に
災
害
に
お

け
る
自
主
救
護
を
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
、
固
定
・

明
文
化
さ
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
捉
わ
れ
ず
柔
軟
に

対
応
し
て
い
る
こ
と
、
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
司
令
セ
ン
タ
ー
見
学
・
通
報
訓
練
や

防
災
倉
庫
と
非
常
食
に
関
す
る
講
義
、
着
衣
泳
訓
練

な
ど
、
受
講
者
本
位
の
興
味
深
い
内
容
が
盛
り
込
ま

れ
て
き
た
。

■
さ
ま
ざ
ま
な
登
録
者
■

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
カ
レ
ッ
ジ
に
申
し
込
ん
で
く
る
人

は
多
種
多
様
だ
。「
緊
急
時
に
備
え
て
応
急
手
当
技

術
を
身
に
つ
け
た
い
。」「
時
間
に
余
裕
が
で
き
た
の

で
社
会
貢
献
を
し
た
い
。」
と
動
機
も
様
々
で
、
デ

パ
ー
ト
や
運
送
会
社
な
ど
の
企
業
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ

ト
指
導
者
な
ど
グ
ル
ー
プ
で
の
参
加
も
目
立
つ
。

私
立
高
校
（
介
護
福
祉
コ
ー
ス
）
に
お
い
て
も
、

課
外
授
業
の
一
環
と
し
て
先
生
、
生
徒
が
参
加
し
て

お
り
、
大
変
好
評
だ
と
い
う
。
単
位
に
関
係
し
な
い

任
意
の
参
加
に
も
か
か
わ
ら
ず
多
く
の
生
徒
が
集
ま

る
の
は
、
独
自
性
の
高
い
こ
の
講
座
の
人
気
の
高
さ

を
象
徴
し
て
い
る
。

参
加
者
の
中
に
は
、
上
級
救
命
講
習
修
了
者
も
お

り
、
ま
た
、
三
年
更
新
に
も
か
か
わ
ら
ず
毎
年
受
講

す
る
方
が
い
る
、
と
い
う
こ
と
も
特
筆
す
べ
き
点
で

あ
ろ
う
。

■
登
録
後
の
活
動
■

「
く
ま
も
と
救
急
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
カ
レ
ッ
ジ
」
は
、

災
害
が
起
き
た
と
き
に
、
登
録
者
を
集
め
た
り
、
何

か
役
割
を
与
え
る
と
い
う
位
置
づ
け
の
も
の
で
は
な

い
。「
登
録
は
あ
く
ま
で
名
簿
的
な
も
の
。
災
害
時

に
ま
ず
自
分
で
自
分
の
身
を
守
り
、
さ
ら
に
、
人
を

救
い
た
い
と
い
う
気
持
ち
、
自
主
的
な
活
動
を
後
押

し
す
る
だ
け
。」
と
後
藤
課
長
は
言
う
。「
阪
神
・
淡

路
大
震
災
で
教
訓
と
し
た
の
は
、
消
防
だ
け
で
は
人

は
救
え
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
人
を
救
う
の
は

ひ
と
。
ひ
と
の
心
で
す
。
そ
の
心
に
少
し
で
も
勇
気

を
与
え
る
き
っ
か
け
作
り
が
で
き
れ
ば
…
。」
そ
う

し
て
育
ま
れ
た
登
録
者
た
ち
は
、
再
受
講
の
折
に
実

技
指
導
の
ア
シ
ス
ト
も
率
先
し
て
行
っ
て
く
れ
る
と

い
う
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
カ
レ
ッ
ジ
は
、
自
主
救
護
の

心
の
連
鎖
を
も
育
ん
で
い
る
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
あ
る
一
一
九
番
通
報
訓
練
が
生

か
さ
れ
た
事
例
も
あ
る
。「
交
通
事
故
で
乗
用
車
一

台
が
電
柱
に
衝
突
し
、
負
傷
者
一
名
。
運
転
席
で
足

を
挟
ま
れ
て
出
ら
れ
な
い
状
態
で
す
。
二
次
災
害
の

心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
救
助
隊
に
よ
る
救
出
が
必

要
で
す
。
意
識
・
呼
吸
は
あ
り
ま
す
。
外
出
血
は
確

認
で
き
ま
せ
ん
。」
冷
静
、
的
確
な
通
報
は
司
令
セ

ン
タ
ー
に
お
け
る
通
報
訓
練
の
賜
物
だ
。
机
上
の
訓

練
で
は
な
く
、
実
際
に
局
内
に
あ
る
司
令
セ
ン
タ
ー

で
通
報
訓
練
を
行
う
た
め
、
通
報
の
ポ
イ
ン
ト
を
よ

く
理
解
で
き
る
の
だ
と
い
う
。

■
お
わ
り
に
■

「
自
ら
を
守
る
。
そ
し
て
、
救
助
の
手
を
差
し
延

べ
る
。
す
べ
て
、
自
ら
の
意
思
で
。」

火
の
国
熊
本
に
根
付
い
た
自
主
救
護
・
相
互
扶
助

の
精
神
は
今
、
防
災
組
織
の
枠
組
み
を
超
え
、
郷
土

愛
あ
ふ
れ
る
真
の
地
域
リ
ー
ダ
ー
を
育
ん
で
い
る
。

「
く
ま
も
と
救
急
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
カ
レ
ッ
ジ
の
受
講

者
に
望
む
の
は
、自
ら
の
意
思
で
行
動
し
て
欲
し
い
、

と
い
う
こ
と
で
す
。」
後
藤
課
長
は
じ
め
熊
本
市
消

防
局
の
熱
い
思
い
は
一
一
年
の
歳
月
を
数
え
、
こ
の

街
に
着
実
に
息
づ
い
て
い
る
。

「
そ
の
情
熱
、実
行
力
の
源
は
一
体
何
な
の
で
す

か
。」最
後
に
こ
う
伺
っ
た
。「
い
や
い
や
、と
に
か
く
う

ち
の
ス
タ
ッ
フ
が
よ
う
考
え
て
く
れ
ま
す
か
ら
ね
。」

照
れ
く
さ
そ
う
な
表
情
を
浮
か
べ
る
後
藤
課
長
の
言

葉
は
実
に
誇
ら
し
く
、頼
も
し
い
。今
後
、更
な
る
応
急

手
当
普
及
の
発
想
と
そ
の
実
行
に
期
待
し
た
い
。
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■「
さ
っ
ぽ
ろ
救
急
サ
ポ
ー
タ
ー
」誕
生
ま
で
■

札
幌
市
消
防
局
で
行
わ
れ
て
い
る
「
さ
っ
ぽ
ろ
救

急
サ
ポ
ー
タ
ー
」が
誕
生
し
た
き
っ
か
け
の
一
つ
は
、

救
急
出
動
件
数
が
年
々
増
加
し
、
救
急
現
場
ま
で
到

着
す
る
時
間
が
延
長
す
る
中
、
バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
に

よ
る
応
急
処
置
の
重
要
性
を
意
識
し
た
こ
と
だ
と
い

う
。
折
し
も
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
普
及
で
、
市
民
の
応
急
手
当

に
対
す
る
関
心
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
こ
ろ
で
も
あ
っ

た
。「

応
急
手
当
の
普
及
啓
発
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
普
及
の
た

め
に
、何
か
仕
掛
け
が
必
要
だ
と
感
じ
た
ん
で
す
。そ

こ
で
、Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
及
び
応
急
手
当
有
資
格
者
が

勤
務
す
る
施
設
に
対
し
て
、そ
の
旨
を
表
示
す
る
制

度
は
ど
う
だ
ろ
う
、と
。ど
こ
で
倒
れ
た
と
し
て
も
近

く
に
市
民
の
応
急
救
護
所
と
な
る
施
設
が
あ
れ
ば
い

い
な
と
考
え
た
ん
で
す
。」と
岡
田
課
長
は
語
っ
た
。

札
幌
市
独
自
の
特
徴
的
な
名
前
を
考
え
よ
う
と
、

職
員
の
中
で
名
前
を
募
集
し
、
平
成
一
八
年
六
月
、

「
さ
っ
ぽ
ろ
救
急
サ
ポ
ー
タ
ー
」
は
誕
生
し
た
。
ま

ず
は
公
共
施
設
に
普
及
さ
せ
る
こ
と
か
ら
始
め
、
デ

パ
ー
ト
や
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
の
民
間
に
も
呼
び
か

け
、
今
で
は
公
共
の
三
七
五
施
設
、
民
間
の
九
一
施

設
、合
計
四
六
六
施
設
が
協
力
施
設
と
な
っ
て
い
る
。

■「
さ
っ
ぽ
ろ
救
急
サ
ポ
ー
タ
ー
」の
Ｐ
Ｒ
■

短
期
間
で
こ
れ
だ
け
多
く
の
施
設
が
協
力
し
て
く

れ
た
の
は
、
岡
田
課
長
の
仕
掛
け
や
工
夫
に
よ
る
も

の
だ
。
ま
ず
始
め
に
公
共
施
設
か
ら
と
考
え
、
札
幌

市
長
以
下
市
役
所
全
職
員
に
対
し
て
、
講
習
会
を
実

施
し
、
応
急
手
当
に
対
す
る
意
識
改
革
を
行
っ
た
。

市
長
自
身
の
応
急
手
当
へ
の
関
心
が
高
い
こ
と
も

あ
っ
て
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
が
進
み
、
今
で
は
市
内
の
ほ

ぼ
す
べ
て
の
公
共
施
設
が
「
さ
っ
ぽ
ろ
救
急
サ
ポ
ー

タ
ー
」
だ
と
い
う
。

ま
た
、
民
間
へ
の
Ｐ
Ｒ
に
は
マ
ス
コ
ミ
を
利
用
し

た
。「
市
内
の
デ
パ
ー
ト
で
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

し
た
。
Ｔ
Ｖ
カ
メ
ラ
や
取
材
を
入
れ
て
華
々
し
く
Ｐ

Ｒ
し
た
ん
で
す
。」
と
岡
田
課
長
は
語
る
。
実
際
、

す
ぐ
に
「
ど
う
し
た
ら
『
さ
っ
ぽ
ろ
救
急
サ
ポ
ー

情報
Topics

札幌市消防局
警防部救急課長
岡田 基衛さん

モエレ沼公園
管理主任
戸田 道弘さん

札
幌
市
消
防
局
で
は
、
速
や
か
な
応
急
手
当
を
行
え
る
環
境
作
り
と
し
て
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
設
置
さ
れ
、
応
急
手

当
有
資
格
者
が
勤
務
し
て
い
る
施
設
等
に
対
し
て
、「
応
急
手
当
協
力
施
設
の
証
」
を
交
付
し
、「
ス
テ
ッ
カ
ー
」

を
表
示
し
て
も
ら
う
「
さ
っ
ぽ
ろ
救
急
サ
ポ
ー
タ
ー
」
事
業
を
推
進
し
て
い
る
。

札
幌
市
消
防
局
警
防
部
救
急
課
の
岡
田
基
衛
課
長
と
戸
部
豊
司
令
補
に
お
話
を
伺
う
と
と
も
に
、「
さ
っ
ぽ
ろ

救
急
サ
ポ
ー
タ
ー
」
に
参
加
し
、
実
際
に
人
命
を
救
っ
た
戸
田
道
弘
さ
ん
を
取
材
し
た
。

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

■
パ
ー
ト
２

救 

急

応
急
手
当
普
及
啓
発
活
動
の
現
状
と
課
題
�

─
札
幌
市
消
防
局
を
取
材
し
て
─

文

―
編
集
委
員

小
暮

英
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タ
ー
』
に
参
加
で
き
る
の
か
。」
な
ど
問
い
合
わ
せ

の
電
話
が
来
た
と
い
う
。

「
さ
っ
ぽ
ろ
救
急
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
施
設
に
は
協

力
施
設
で
あ
る
こ
と
を
示
す
ス
テ
ッ
カ
ー
が
貼
ら
れ

て
い
る
。
ス
テ
ッ
カ
ー
の
サ
イ
ズ
は
Ａ
３
判
、
Ａ
４

判
、
Ａ
５
判
の
三
種
類
が
あ
り
、
事
業
所
が
そ
の
サ

イ
ズ
を
選
ん
で
い
る
。

「
お
店
や
建
物
に
よ
っ
て
は
美
観
を
損
ね
る
と
い

う
人
が
多
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
、
小
さ
い
サ
イ
ズ
も

含
め
て
三
種
類
用
意
し
ま
し
た
。
で
も
、
企
業
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
な
る
よ
う
で
、
一
番
大
き
い
も
の

を
皆
さ
ん
が
希
望
し
て
、
Ａ
３
判
だ
け
増
刷
し
た
ほ

ど
で
す
。」
と
戸
部
司
令
補
は
い
う
。

「
さ
っ
ぽ
ろ
救
急
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
参
加
に
、
事

業
所
の
従
業
員
数
や
応
急
手
当
有
資
格
者
の
人
数
な

ど
の
制
限
は
な
い
。「
条
件
を
厳
し
く
す
る
と
、せ
っ

か
く
の
普
及
啓
発
の
意
識
を
止
め
て
し
ま
い
ま
す
か

ら
。」
と
岡
田
課
長
は
、
普
及
の
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

を
教
え
て
く
れ
た
。

札
幌
市
で
は
平
成
六
年
か
ら
開
始
し
た
応
急
手
当

講
習
の
受
講
者
が
二
〇
万
人
を
突
破
し
た
。
岡
田
課

長
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
普
及
が
受
講
者
の
増
加
に
弾
み
を

つ
け
た
と
い
う
。
こ
れ
に
は
新
聞
社
に
対
し
積
極
的

に
働
き
か
け
、「
さ
っ
ぽ
ろ
救
急
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の

奏
功
事
例
を
記
事
に
し
て
も
ら
っ
た
と
い
う
岡
田
課

長
の
仕
掛
け
も
一
役
買
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

■
奏
功
事
例
■

「
さ
っ
ぽ
ろ
救
急
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
し
て
の
奏
功

事
例
は
三
件
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
一
件
で
、
大
規
模

公
園
で
あ
る
モ
エ
レ
沼
公
園
で
起
こ
っ
た
事
例
に
つ

い
て
、
実
際
に
応
急
手
当
を
施
し
た
戸
田
さ
ん
を
訪

ね
、
お
話
を
聞
い
た
。

戸
田
さ
ん
は
、
取
材
に
伺
っ
た
我
々
を
、
広
大
な

緑
に
囲
ま
れ
た
公
園
事
務
所
で
穏
や
か
な
微
笑
み
と

共
に
迎
え
て
く
れ
た
。

平
成
一
七
年
に
完
成
し
た
モ
エ
レ
沼
公
園
は
、
広

さ
が
約
一
九
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
人
造
公
園
で
は
道
内

最
大
の
広
さ
を
持
つ
。

公
園
事
務
所
の
職
員
は
三
名
で
、
臨
時
職
員
を
含

め
た
約
三
〇
名
全
員
が
応
急
手
当
の
資
格
を
持
っ
て

い
る
と
い
う
。
資
格
を
持
っ
て
い
な
い
人
が
異
動
し

て
き
た
場
合
、
早
急
に
講
習
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

シ
ス
テ
ム
が
確
立
し
て
い
る
と
い
う
。

戸
田
さ
ん
が
体
験
し
た
事
案
は
、
デ
イ
ケ
ア
サ
ー

ビ
ス
の
高
齢
の
男
性
が
「
桜
の
森
」
に
向
か
う
途
中

の
「
芝
生
広
場
」
で
倒
れ
た
の
を
、
移
動
販
売
車
の

女
性
が
目
撃
し
、
公
園
事
務
所
に
駆
け
込
ん
で
き
た

の
が
始
ま
り
で
あ
る
。

「『
え
え
っ
、
ま
さ
か
自
分
が
』
と
、
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
持
っ
て
走
っ
て
行
き
、
バ
ッ
グ

を
開
け
る
と
、
中
に
使
用
方
法
が
書
い
て
あ
っ
た
の

で
、
そ
の
指
示
通
り
や
れ
ば
大
丈
夫
と
自
分
に
言
い

聞
か
せ
て
行
い
ま
し
た
。」
と
戸
田
さ
ん
は
語
っ
た
。

さ
ら
に
冷
静
と
な
る
き
っ
か
け
が
あ
っ
た
。「
音

声
ガ
イ
ド
を
聞
い
た
ら
逆
に
落
ち
着
い
て
き
た
ん
で

す
。
昨
年
に
受
講
し
た
応
急
手
当
講
習
の
様
子
が
頭

の
中
に
蘇
っ
て
き
ま
し
た
。」
と
い
う
。

戸
田
さ
ん
は
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
、
音
声
ガ

イ
ド
の
指
示
通
り
胸
部
に
電
極
パ
ッ
ド
を
貼
り
、

シ
ョ
ッ
ク
ボ
タ
ン
を
押
し
、
さ
ら
に
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

バ
ッ
グ
の
中
か
ら
マ
ス
ク
を
取
り
出
し
人
工
呼
吸
を

施
し
た
。

自
発
呼
吸
が
戻
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
戸
田
さ
ん

の
次
の
行
動
が
更
に
見
事
だ
っ
た
。
講
習
で
教
え
ら

れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
、す
ぐ
に
回
復
体
位
に
し
て
、

気
道
を
塞
が
な
い
よ
う
処
置
を
行
っ
た
の
だ
。
救
急

車
で
病
院
へ
運
ば
れ
た
男
性
は
、
戸
田
さ
ん
の
応
急

処
置
が
功
を
奏
し
て
翌
日
に
は
自
分
の
足
で
歩
い
て

退
院
し
た
と
い
う
。

実
際
に
応
急
手
当
を
実
施
し
た
感
想
を
尋
ね
る

と
、「
勇
気
が
い
る
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
現
場
で

は
気
が
動
転
し
て
し
ま
い
ま
す
。
音
声
ガ
イ
ド
が

あ
っ
て
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
冷
静
に
な

れ
ま
し
た
し
、
次
の
こ
と
を
考
え
て
行
動
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
か
ら
。」
と
戸
田
さ
ん
は
語
っ
た
。

さ
ら
に
、
今
後
の
課
題
と
し
て｢

職
員
一
人
ひ
と

り
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
で
す
。
い
ざ
と
い
う
時
、
的
確

な
応
急
処
置
が
で
き
る
よ
う
に
救
命
技
術
を
取
得
さ

せ
る
こ
と
で
す
。｣

と
答
え
て
く
れ
た
。
実
際
に
応

急
手
当
を
実
施
し
た
人
の
達
成
感
と
、
事
業
所
と
し

て
の
使
命
感
が
増
し
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

■
お
わ
り
に
■

「
市
民
に
応
急
手
当
を
覚
え
て
い
た
だ
い
て
、
バ

イ
ス
タ
ン
ダ
ー
と
救
急
隊
の
連
携
で
救
命
率
を
上
げ

て
い
き
た
い
。」
と
い
う
岡
田
課
長
の
願
い
は
、
戸

田
さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
「
さ
っ
ぽ
ろ
救
急
サ
ポ
ー

タ
ー
」
に
参
加
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ
し
っ
か
り
と
届

い
て
い
る
よ
う
だ
。
朱
色
の
ス
テ
ッ
カ
ー
は
、
市
内

の
そ
こ
か
し
こ
で
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
岡
田

課
長
の
言
う
「
市
民
が
市
民
を
助
け
る
救
護
所
」
と

し
て
、「
さ
っ
ぽ
ろ
救
急
サ
ポ
ー
タ
ー
」
は
増
え
続

け
て
い
く
だ
ろ
う
。
ま
た
、
札
幌
市
消
防
局
の
次
の

仕
掛
け
に
よ
り
、
バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
の
育
成
が
更
に

活
性
化
し
て
い
く
こ
と
に
期
待
し
た
い
。
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は
じ
め
に

本
邦
で
は
一
般
に
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
呼
ば

れ
る
が
、
海
外
で
は
、Pandem

ic influenza

（
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
）
と
呼
ば
れ
る
。
そ

の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
微
妙
に
異
な
る
が
、
い
ず
れ

も
こ
れ
ま
で
人
類
が
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
新
し
い

型
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が
ヒ
ト
の
世
界
に

入
っ
て
き
て
、
大
流
行
を
起
こ
す
と
い
う
意
味
で
は

同
じ
で
あ
る
。

現
在
、
ヒ
ト
の
世
界
で
毎
年
冬
に
流
行
す
る
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
は
、A

/H
3N

2

（
香
港
型
）、A

/
H

1N
1

（
ソ
連
型
）、
そ
し
て
Ｂ
型
の
三
つ
で
あ
る
。

こ
れ
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
、
毎
年
少
し
ず
つ
変
異
（
連
続

変
異
、
小
変
異
）
し
て
流
行
を
起
こ
し
て
い
る
わ
け

で
あ
る
。
Ｂ
型
と
い
う
の
は
、
一
つ
の
型
し
か
な
い

が
、
Ａ
型
は
表
面
に
存
在
す
る
糖
蛋
白
で
あ
る
ヘ
ム

ア
グ
ル
チ
ニ
ン（
Ｈ
Ａ
）と
ノ
イ
ラ
ミ
ニ
ダ
ー
ゼ（
Ｎ

Ａ
）
の
抗
原
性
に
よ
り
、
更
に
Ｈ
１
～
Ｈ
16
と
Ｎ
１

～
Ｎ
９
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
亜
型
に
分
類
さ
れ

る
。
現
状
で
人
間
界
に
存
在
す
るH

1N
1

、H
3N

2

の

二
つ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
Ｈ
Ａ
が
１
、
Ｎ
Ａ
が
１
の
組
み

合
わ
せ
と
、
Ｈ
Ａ
が
３
、
Ｎ
Ａ
が
２
で
あ
る
二
つ
の

組
み
合
わ
せ
の
も
の
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

Ａ
型
ウ
イ
ル
ス
は
、
本
来
は
ヒ
ト
の
ウ
イ
ル
ス
で

は
な
く
、
水
禽
、
特
に
カ
モ
が
起
源
と
考
え
ら
れ
て

お
り
、
カ
モ
で
は
現
在
知
ら
れ
て
い
る
す
べ
て
の
Ａ

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
、
す
な
わ
ち
、
理
論

的
に
は
Ｈ
Ａ
亜
型
の
Ｈ
１
か
ら
Ｈ
16
ま
で
と
Ｎ
Ａ
亜

型
の
Ｎ
１
か
ら
Ｎ
９
ま
で
の
す
べ
て
の
組
み
合
わ

せ
、
一
六
×
九
＝
一
四
四
通
り
の
ウ
イ
ル
ス
を
保
有

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
ウ
イ
ル

ス
が
他
の
水
禽
や
家
禽
や
家
畜
、
動
物
、
そ
し
て
ヒ

ト
へ
と
感
染
、
適
応
し
て
定
着
す
る
こ
と
に
よ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
動
物
種
で
の
固
有
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ウ
イ
ル
ス
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
す
べ
て
の
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の
源
は
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ウ
イ
ル
ス
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
ウ
イ
ル
ス
が

突
然
、
人
間
界
に
侵
入
し
、
ヒ
ト
─
ヒ
ト
間
で
効
率

よ
く
感
染
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
は
じ
め
て
ヒ
ト
世

界
で
流
行
を
起
こ
し
た
と
き
に
、
こ
れ
は
人
間
界
に

お
い
て
は
過
去
に
経
験
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
、
新
型

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
で
あ
り
、
全
世
界
に

大
き
な
流
行
（
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
）
を
起
こ
す
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
ま
た
、
不
連
続
変
異
、
あ
る
い
は
大
変

異
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
変
異

の
一
つ
で
あ
る
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
あ
る
い
は

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
は

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
は
元
来
、
あ
る
疾
患
の
地
理
的

な
汎
世
界
流
行
及
び
莫
大
な
数
の
感
染
・
罹
患
者
が

発
生
す
る
流
行
を
意
味
す
る
も
の
で
、
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
な

ど
に
も
使
用
さ
れ
て
き
た
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
と
は
、「
新
し
い
亜
型
の
Ａ
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が
ヒ
ト
の
世
界
で
広
範
か
つ
急
速

に
、
ヒ
ト
か
ら
ヒ
ト
へ
と
感
染
し
て
広
が
り
、
世
界

的
に
大
流
行
し
て
い
る
状
態
」
を
い
う
。
過
去
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
考
え
ら
れ
る
疾
病

流
行
の
記
録
は
一
八
〇
〇
年
代
か
ら
あ
る
が
、
科
学

国立感染症研究所
感染症情報センター第一室長

谷口 清州

■
基
礎
医
学
講
座

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
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的
に
立
証
さ
れ
て
い
る
の
は
一
九
〇
〇
年
こ
ろ
か
ら

で
、
二
〇
世
紀
に
入
っ
て
以
降
、
一
九
一
八
～
一
九

年
、
一
九
五
七
～
五
八
年
、
一
九
六
八
～
六
九
年
と

三
回
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
い
う
の
は
、
も
ち
ろ
ん
英
語
で

あ
り
世
界
で
通
用
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
行

政
的
に
日
本
語
に
置
き
換
え
ら
れ
た
も
の
が
「
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
と
い
う
言
葉
で
あ
る
。
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は
、「
過
去
数
十
年
間
に
ヒ
ト
が

経
験
し
た
こ
と
が
な
い
Ｈ
Ａ
ま
た
は
Ｎ
Ａ
亜
型
の
ウ

イ
ル
ス
が
ヒ
ト
の
間
で
伝
播
し
て
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
流
行
を
起
こ
し
た
時
、
こ
れ
を
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
と
よ
ぶ
」
ゆ
え
に
、
本
邦
に
お
い

て
は
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
フ
ェ
ー
ズ
の
フ
ェ
ー

ズ
４
以
降
は
、
流
行
し
て
い
る
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て

こ
の
言
葉
を
使
用
す
る
（
出
典
：
厚
生
労
働
省
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
報
告
書
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
行
動
計
画
）、
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
限
定
さ

れ
た
ヒ
ト
─
ヒ
ト
感
染
の
小
さ
な
集
団
が
見
ら
れ

て
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
フ
ェ
ー
ズ
４
と
な
れ
ば
、
本
邦
で
は
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。つ
ま
り
、

フ
ェ
ー
ズ
４
か
ら
６
ま
で
の
過
程
に
あ
る
も
の
を
す

べ
て
ひ
っ
く
る
め
て
こ
う
呼
ぶ
こ
と
に
な
る
が
、
厳

密
に
い
え
ば
、
効
率
的
に
ヒ
ト
─
ヒ
ト
感
染
を
起
こ

し
う
る
、
英
文
で
言
う
と
こ
ろ
の
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

株
（Pandem

ic strain

）
が
発
生
し
た
時
点
か
ら

を
こ
う
呼
ぶ
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
発
生
す
る
ウ
イ
ル
ス
学
的
な
メ

カ
ニ
ズ
ム
は
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の
突

然
変
異
、
あ
る
い
は
ブ
タ
、
あ
る
い
は
ヒ
ト
の
体
内

に
お
い
て
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
と
ヒ
ト
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の
遺
伝
子
のReassortm

ent

に
よ
り
鳥
と
ヒ
ト
の
ウ
イ
ル
ス
の
両
方
の
性
質
を
併

せ
持
つ
ウ
イ
ル
ス
が
誕
生
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ヒ
ト

に
適
応
し
て
、
効
率
よ
く
ヒ
ト
─
ヒ
ト
感
染
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
ウ
イ
ル
ス
と
な
る
。し
か
し
な
が
ら
、

こ
れ
は
段
階
的
に
、
す
な
わ
ち
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ウ
イ
ル
ス
が
、
鳥
と
ヒ
ト
と
の
中
間
的
な
も
の
に

な
っ
て
、
そ
し
て
最
後
に
ヒ
ト
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ

イ
ル
ス
に
な
る
も
の
な
の
か
、
あ
る
い
は
ワ
ン
チ
ャ

ン
ス
で
い
き
な
り
ヒ
ト
─
ヒ
ト
感
染
で
き
る
も
の
が

発
生
す
る
も
の
な
の
か
は
、
現
時
点
で
は
不
明
で
あ

る
が
、
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
で
は
、
便
宜
上
、

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
か
ら
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ま
で
の
間

を
段
階
的
な
フ
ェ
ー
ズ
に
分
け
て
い
る
（
表
）⑴
。
現

時
点
で
は
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
フ
ェ
ー
ズ
は
３
で
あ
る

が
、
疫
学
的
に
は
、
持
続
的
な
ヒ
ト
─
ヒ
ト
感
染
が

発
生
し
た
時
点
で
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

フ
ェ
ー
ズ
は
４
に
上
が
る
。
こ
の
時
点
で
日
本
で
は

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
い
う
言
葉
を
使
用
す
る
こ

と
に
な
る
が
、
も
ち
ろ
ん
世
界
で
は
、Pandem

ic 
phase

（
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
期
）
で
は
な
く
、

Pandem
ic alert phase

（
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
警
戒
期
）

で
あ
る
。
た
だ
、
フ
ェ
ー
ズ
４
は
も
ち
ろ
ん
地
域
的

に
限
定
さ
れ
た
ヒ
ト
─
ヒ
ト
感
染
で
あ
る
が
、
持
続

的
と
い
う
こ
と
は
、
発
見
が
遅
れ
れ
ば
、
そ
れ
だ
け

拡
大
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
す
な
わ
ち
、
い

き
な
り
フ
ェ
ー
ズ
５
あ
る
い
は
６
に
至
る
こ
と
も
あ

り
う
る
わ
け
で
あ
り
、
ど
こ
か
ら
が
本
当
の
意
味
で

の
効
率
の
よ
い
ヒ
ト
─
ヒ
ト
感
染
の
あ
る
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
な
の
か
は
発
生
し
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い

の
で
あ
る
。

過
去
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
経
験

二
〇
世
紀
に
入
っ
て
以
降
、一
九
一
八
～
一
九
年
、

一
九
五
七
～
五
八
年
、
一
九
六
八
～
六
九
年
と
三
回

の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。そ
れ
ぞ
れ
、

ス
ペ
イ
ン
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
原
因
ウ
イ
ル
ス
は

A
/H

1N
1

亜
型
）、
ア
ジ
ア
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（A

/
H

2N
2

亜
型
）、
香
港
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（A

/H
3N

2

亜
型
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
異
な
る

様
相
を
呈
し
て
い
る
。
ま
た
最
近
、
一
八
八
九
～

一
八
九
一
年
に
もH

3N
8

に
よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が

発
生
し
て
い
た
と
の
報
告
も
あ
る
。

第
一
次
世
界
大
戦
中
の
一
九
一
八
年
に
始
ま
っ
た

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
（
俗
に
「
ス
ペ

イ
ン
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」あ
る
い
は「
ス
ペ
イ
ン
か
ぜ
」

と
呼
ば
れ
る
）
で
は
、
莫
大
な
被
害
状
況
が
記
録
さ

れ
て
い
る
。
世
界
的
な
患
者
数
、
死
亡
者
数
に
つ
い

て
の
推
定
は
難
し
い
が
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
よ
る
と
、
患
者

数
は
世
界
人
口
の
二
五
～
三
〇
％
、
死
亡
者
数
は
全

世
界
で
四
、〇
〇
〇
万
人
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
と
さ
れ
て
い
る
。

日
本
の
内
務
省
統
計
で
は
日
本
で
約
二
、三
〇
〇
万
人

の
患
者
と
約
三
八
万
人
の
死
亡
者
が
出
た
と
報
告
さ

れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
に
は
更
に
多
く
の

被
害
が
あ
っ
た
と
の
報
告
も
散
見
さ
れ
る
。

一
九
五
七
年
に
始
ま
っ
た
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
（
俗
に

「
ア
ジ
ア
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
あ
る
い
は
「
ア
ジ
ア

か
ぜ
」
と
呼
ば
れ
る
）
は
、
ス
ペ
イ
ン
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
よ
り
若
干
軽
症
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る

が
、
世
界
で
の
超
過
死
亡
者
数
は
二
〇
〇
万
人
以
上

と
推
定
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、一
九
六
八
年
に
始
ま
っ

た
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
（
俗
に
「
香
港
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」

あ
る
い
は
「
香
港
か
ぜ
」
と
呼
ば
れ
る
）
は
、
ア
ジ

ア
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
よ
り
更
に
軽
症
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
て
お
り
、
世
界
の
い
ず
こ
で
も
臨
床
症
状
は

軽
く
、
低
い
致
死
率
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
実
際
、

前
年
の
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
よ
り
も
少
数
で
、

世
界
で
の
超
過
死
亡
者
数
は
約
一
〇
〇
万
人
と
さ
れ

て
い
る
。

こ
れ
ら
三
つ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
被
害
の
違
い
に

つ
い
て
は
、
種
々
の
因
子
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
も

ち
ろ
ん
ス
ペ
イ
ン
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
一
九
一
八
年

当
時
は
、
抗
生
物
質
は
発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
、
有
効

な
ワ
ク
チ
ン
な
ど
は
論
外
で
あ
り
、
そ
も
そ
も
イ
ン



救急救命 第19号 14

フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
そ
の
も
の
が
初
め
て
分
離
さ

れ
る
の
は
、
一
九
三
三
年
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
時
代
背
景
と
そ
れ
に

付
随
す
る
衛
生
状
態
は
大
き
く
影
響
し
た
と
考
え
ら

れ
る
が
、
ウ
イ
ル
ス
そ
の
も
の
の
病
原
性
、
感
染
拡

大
の
速
度
、
全
体
の
感
染
者
数
、
感
染
者
の
年
齢
分

布
、合
併
症
の
頻
度
や
対
策
の
効
果
な
ど
に
よ
っ
て
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
す
べ
て
変
わ
っ
て

く
る
わ
け
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
寄
与
の
度
合

い
も
様
々
で
、
こ
れ
ら
に
よ
り
実
際
の
社
会
へ
の
影

響
は
大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
上
述
の
各
種
因
子
に
、
い
ろ

い
ろ
な
数
字
を
仮
定
し
て
社
会
へ
の
影
響
が
推
計
さ

れ
て
お
り
、
例
え
ば
、
近
い
将
来
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が

発
生
し
た
場
合
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
ア
ジ
ア
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
デ
ー
タ
を
基
礎
と
し
た
方
法
に
よ
り
、
全
世
界

で
二
〇
〇
～
七
四
〇
万
人
の
死
亡
者
が
出
る
と
推
計

し
て
い
る
が
、
ス
ペ
イ
ン
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
デ
ー

タ
か
ら
推
計
す
れ
ば
、
一
億
人
を
超
え
る
数
字
が
出

て
く
る
こ
と
に
な
り
、
別
の
研
究
で
は
、
発
展
途
上

国
の
人
々
を
中
心
に
約
六
、二
〇
〇
万
人
が
死
亡
す

る
と
い
う
推
定
も
あ
る
⑵
。

現
状
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
対
策

最
後
の
香
港
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
以
来
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
関
す
る
科
学
的
知
見
が
蓄
積
さ
れ
る
に
つ

れ
、
再
び
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
起
こ
る
こ
と
が
懸
念
さ

れ
、
一
九
九
三
年
に
は
ド
イ
ツ
で
の
第
七
回
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
会
議
、
ま
た
一
九
九
五
年

に
米
国
で
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
会
議

で
の
報
告
を
は
じ
め
と
し
て
、
多
く
の
専
門
家
か
ら

「
ヒ
ト
の
世
界
に
お
い
て
流
行
す
る
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が
早
け
れ
ば
数
年
の
う
ち
に
出
現

す
る
」
と
の
警
告
が
出
さ
れ
て
い
た
。

こ
れ
ら
を
受
け
て
、
世
界
各
国
が
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

対
策
に
取
り
か
か
り
つ
つ
あ
っ
た
状
況
下
で
、

一
九
九
七
年
と
一
九
九
九
年
に
そ
れ
ぞ
れ
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
で
あ
る
、A

/H
5N

1

亜
型
とA

/H
9N

2

亜

型
の
ヒ
ト
へ
の
感
染
症
の
ア
ウ
ト
ブ
レ
イ
ク
が
香
港

で
勃
発
し
、
世
界
中
で
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
へ
の
進
展
が

危
惧
さ
れ
た
が
、
こ
の
と
き
に
は
Ｗ
Ｈ
Ｏ
を
中
心
と

し
た
世
界
中
の
支
援
に
よ
り
香
港
当
局
が
精
力
的
な

対
策
を
行
い
、
鎮
静
化
に
成
功
し
た
。
こ
の
こ
ろ
か

ら
各
国
で
は
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
対
策
は
加
速
し
始
め
、

二
〇
〇
二
～
二
〇
〇
三
年
の
重
症
急
性
呼
吸
器
症
候

群
（Severe A

cute Respiratory Syndrom
e: 

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
） 

の
世
界
同
時
多
発
、
同
時
期
に
発
見
さ

れ
た
香
港
で
のA

/H
5N

1

亜
型
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ウ
イ
ル
ス
感
染
、
オ
ラ
ン
ダ
に
お
い
て
はA

/H
7N

7

亜
型
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
家
禽
に
お
け
る
ア
ウ
ト

ブ
レ
イ
ク
と
ヒ
ト
へ
の
感
染
症
が
報
告
さ
れ
た
。
そ

し
て
、二
〇
〇
三
年
の
一
二
月
中
旬
に
報
告
さ
れ
た
、

韓
国
で
の
ア
ウ
ト
ブ
レ
イ
ク
に
引
き
続
き
、
ベ
ト
ナ

ム
、
日
本
、
タ
イ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
、
中
国
、
マ
レ
ー
シ
ア
に
て
、
家
禽
に
お

け
るH

5N
1

亜
型
の
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ア
ウ
ト

ブ
レ
イ
ク
が
発
生
し
、
二
〇
〇
五
年
六
月
か
ら
近
隣

の
ロ
シ
ア
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、
ト
ル
コ
、
ル
ー
マ
ニ

ア
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
広
が
り
、
二
〇
〇
六
年
の
二
月

に
な
る
と
、
よ
り
広
範
に
、
ア
フ
リ
カ
大
陸
に
ま
で

も
広
が
っ
た
。
二
〇
〇
七
年
七
月
に
お
い
て
、
ア
ジ

ア
、
ア
フ
リ
カ
、
中
東
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
ま
た
が
り
、

家
禽
、
野
生
鳥
を
含
め
て
こ
れ
ま
で
六
四
カ
国
に
て

鳥
に
お
け
る
発
生
が
み
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
、

一
二
カ
国
に
お
い
て
三
二
七
例
の
ヒ
ト
に
お
け
る
感

染
と
、
う
ち
一
九
九
件
の
死
亡
例
が
報
告
さ
れ
て
い

る
（
二
〇
〇
七
年
八
月
三
一
日
現
在
）⑶
。
こ
れ
を

受
け
て
、
現
在
世
界
で
は
、H

5N
1

亜
型
の
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が
ヒ
ト
社
会
に
侵
入
し
つ
つ

あ
り
、
こ
れ
が
ヒ
ト
社
会
に
定
着
し
、
ヒ
ト
─
ヒ
ト

感
染
す
る
よ
う
に
な
り
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

な
っ
て
、
汎
世
界
流
行
を
起
こ
す
こ
と
、
す
な
わ
ち

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
懸
念
さ
れ
、
現
状
で
は
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
対
策
は
、
き
わ
め
て
差
し
迫
っ
た
こ
と
と
し

て
、
世
界
各
国
で
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

現
状
で
のH

5N
1

亜
型
の
ウ
イ
ル
ス
は
鳥
か
ら
ヒ

ト
へ
の
感
染
も
決
し
て
効
率
的
で
は
な
く
、
も
ち
ろ

ん
効
率
的
な
持
続
的
な
ヒ
ト
─
ヒ
ト
感
染
は
な
い

⑷
・
⑸
。
し
か
し
な
が
ら
、
濃
厚
で
遷
延
す
る
接
触
が

あ
れ
ば
、
現
状
で
も
ヒ
ト
─
ヒ
ト
感
染
の
可
能
性
は

あ
り
、
当
然
、
鳥
か
ら
ヒ
ト
へ
、
あ
る
い
は
ヒ
ト
か

ら
ヒ
ト
へ
の
感
染
回
数
が
増
加
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、

ウ
イ
ル
ス
に
と
っ
て
変
異
の
機
会
が
増
え
る
こ
と
に

な
る
。
一
方
、
過
去
に
も
鳥
か
ら
ヒ
ト
へ
の
新
し
い

亜
型
の
Ａ
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
事

例
は
報
告
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
最
終
的
に
は
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
に
な
ら
ず
に
終
息
し
て
お
り
、
現
状
多

数
の
感
染
者
が
見
つ
か
る
の
は
、
技
術
と
意
識
の
高

ま
り
に
よ
る
も
の
だ
と
い
う
議
論
も
あ
る
。つ
ま
り
、

起
こ
る
か
ど
う
か
誰
に
も
わ
か
ら
ず
、
ま
た
起
こ
っ

た
と
き
に
ど
う
な
る
か
も
現
状
で
は
わ
か
ら
な
い

が
、
少
な
く
と
も
現
在
は
、
起
こ
り
う
る
す
べ
て
の

こ
と
を
想
定
し
て
準
備
し
て
お
く
と
い
う
危
機
管
理

の
視
点
か
ら
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

今
後
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
へ
の
準
備

次
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
ど
う
な
る
か
誰
に
も
わ
か

ら
な
い
。
た
だ
ひ
と
つ
だ
け
い
え
る
こ
と
は
、
一
般

的
な
想
定
と
し
て
、
⑴
膨
大
な
数
の
患
者
と
死
者
、

⑵
精
神
的
・
肉
体
的
苦
痛
、
⑶
医
療
従
事
者
の
感
染
、

⑷
医
療
機
関
へ
の
過
剰
負
担
と
医
療
サ
ー
ビ
ス
供
給

の
破
綻
、
⑸
社
会
基
盤
従
事
者
（
交
通
、
通
信
、
警

察
、
電
気
、
食
料
、
水
道
、
消
防
な
ど
）
の
感
染
、

⑹
社
会
機
能
・
行
政
機
能
の
破
綻
、
⑺
日
常
生
活
の

制
限
、
⑻
企
業
活
動
の
制
限
、
⑼
ド
ミ
ノ
効
果
に
よ
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る
企
業
の
存
続
基
盤
の
崩
壊
、
⑽
生
産
年
齢
人
口
の

減
少
、⑾
莫
大
な
経
済
的
損
失
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

世
界
各
国
で
は
、
近
い
将
来
の
最
悪
の
事
態
を
想
定

し
て
、
⑴
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
、
⑵
医
学
的
介
入
（
ワ

ク
チ
ン
、
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
）、
⑶
非
医
学
的
介
入

（Social distancing

）、
⑷
医
療
体
制
、
⑸
社
会
基

盤
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
、
⑹
全
体
の
指
揮
系
統
とRisk 

com
m

unication
と
い
う
よ
う
な
各
分
野
ご
と
に
、

ど
う
い
う
こ
と
が
起
こ
る
か
を
想
定
し
て
、
ど
う

や
っ
た
ら
そ
れ
ら
を
防
止
で
き
る
か
を
考
え
て
、
今

か
ら
可
能
な
準
備
を
始
め
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
い
っ
た
ん
起
こ
れ
ば
、
米
国
で

よ
く
い
わ
れ
る
ド
ミ
ノ
効
果
、
例
え
ば
、
多
数
の
患

者
が
出
る
と
彼
ら
は
病
院
へ
殺
到
す
る
。
そ
う
な
れ

ば
救
急
体
制
と
医
療
体
制
へ
の
負
担
が
増
加
し
、
ま

た
救
急
担
当
者
、
医
療
従
事
者
が
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
感
染
す
る
。
こ
れ
ら
を
放
置
す
れ
ば
、
そ
の

う
ち
医
療
サ
ー
ビ
ス
は
破
綻
す
る
。
一
方
、
彼
ら
か

ら
家
庭
で
感
染
し
た
子
供
た
ち
は
学
校
で
感
染
を
広

げ
る
。
こ
の
対
策
の
た
め
学
校
を
閉
鎖
す
れ
ば
、
そ

の
間
の
子
供
た
ち
の
教
育
を
考
え
ね
ば
な
ら
ず
、
誰

か
が
子
供
た
ち
を
み
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
よ
っ

て
、
多
く
の
人
た
ち
は
仕
事
に
出
ら
れ
な
く
な
る
か

も
し
れ
な
い
。
職
場
は
人
手
不
足
に
陥
る
か
も
し
れ

ず
、
そ
う
な
れ
ば
必
要
な
物
流
が
途
絶
え
、
そ
の
企

業
か
ら
の
製
品
に
依
存
し
て
い
た
企
業
も
ド
ミ
ノ
倒

し
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
何
も
せ
ず
に
感
染
者
が

増
え
た
と
し
て
も
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
を
防
止
す
る

た
め
に
対
策
を
取
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
は
結
果

的
に
、
す
べ
て
の
地
域
社
会
の
日
々
の
活
動
、
あ
ら

ゆ
る
経
済
活
動
、
ひ
い
て
は
国
家
全
体
の
経
済
に
も

影
響
を
与
え
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
へ
の
包
括
的

な
対
策
は
、
保
健
衛
生
関
連
の
分
野
だ
け
で
で
き
る

も
の
で
は
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

現
在
、
我
が
国
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
対
策
に
必
要
な

こ
と
は
、
国
民
を
守
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
と
い
う
こ
と
を
国
家
全
体
で
議
論
し
て
具
体
的
な

準
備
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
国
家

全
体
と
し
て
の
明
確
な
意
志
と
体
制
な
く
し
て
は
、

進
む
べ
く
も
な
い
と
考
え
る
。

文
献

⑴W
H

O
. W

H
O

 global influenza preparedness 
plan. The role of W

HO and recom
m

endations 
for national m

easures before and during 
pandem

ics.W
H

O
/C

D
S/C

SR
/G

IP/2005.5 
M

arch 2005.available at http://w
w

w
.w

ho.
int/csr/resources/publications/influenza/
W

H
O

_C
D

S_C
SR

_G
IP_2005_5/en/index.

htm
l

⑵M
urray CJL,Lopez A

D
,Chin B,Feehan D

,H
ill 

K
H

. Estim
ation of potential global pandem

ic 
influenza m

ortality on the basis of vital 
registry data from

 the 1918-20 pandem
ic: a 

quantitative analysis. Lancet 2006; 368: 2211-
18.

⑶W
H

O
. Cum

ulative N
um

ber of Confirm
ed 

H
um

an Cases of A
vian Influenza A

/(H
5N

1) 
Reported to W

H
O

.available at http://w
w

w
.

w
ho.int/csr/disease/avian_influenza/

country/cases_table_2007_08_31/en/index.
htm

l

⑷U
ngchusak K

, A
uew

arakul P, D
ow

ell SF, et 
al. Probable person-to-person transm

ission 
of avian influenza A

 (H
5N

1). N
 Engl J M

ed 
2005;352:333-40.

⑸Y
ang Y

, H
alloran M

E, Sugim
oto J, Longini, 

Jr IM
. D

etecting hum
an-to-hum

an 
transm

ission of avian influenza A
 (H

5N
1). 

Em
erg Infect D

is. 2007 Sep.
表 ＷＨＯにおけるインフルエンザパンデミックフェーズ

WHOの2005年版分類による
パンデミックフェーズ

パンデミック対策の
各フェーズにおける目標

状況別の
追加小項目

フェーズ１ （前パンデミック期）
ヒトから新しい亜型のインフルエンザは検出されていないが、
ヒトへ感染する可能性を持つ型のウイルスを動物に検出

世界、国家、都道府県、市区町村のそれぞれのレベルで、パ
ンデミック対策を強化する。

フェーズ２ （前パンデミック期）
ヒトから新しい亜型のインフルエンザは検出されていないが、
動物からヒトへ感染するリスクが高いウイルスが検出

ヒトの感染拡大のリスクを減少させ、仮にヒト感染が起きたと
したら、迅速な検知、報告が行われる体制を整備する。

感染がみられている地域
であるか、そのような地
域との人的交流、貿易が
あるか否か、まったく影
響が無いかに基づき、対
策の細部を適宜改良す
る。

フェーズ３ （パンデミックアラート期）
ヒトへの新しい亜型のインフルエンザ感染が確認されている
が、ヒトからヒトへの感染は基本的に無い。

新型ウイルスを迅速に検査診断し、報告し、次の患者発生に
備える。

フェーズ４ （パンデミックアラート期）
ヒトからヒトへの新しい亜型のインフルエンザ感染が確認され
ているが、感染集団は小さく限られている。 隔離をはじめとした物理的な封じ込め対策を積極的に導入し、

ワクチンの開発と接種など、事前に計画し、準備した感染症
対策の実施に必要な時間的猶予を確保するために、最大限努
める。

フェーズ５ （パンデミックアラート期）
ヒトからヒトへの新しい亜型のインフルエンザ感染が確認さ
れ、パンデミック発生のリスクが高く、より大きな集団発生が
みられる。
フェーズ６ （パンデミック期）
パンデミックが発生し、一般社会で急速に感染が拡大してい
る。

パンデミックの影響を最小限にとどめるためのあらゆる対策を
とる。

上記以外に、パンデミッ
クの小康状態と第２波へ
の対策

後パンデミック期
パンデミックが発生する前の状態へ、急速に回復している。

パンデミックによる多方面への影響を評価し、計画的復興と
対策の改善を実施する。
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救
急
救
命
東
京
研
修
所
は
、
東
京
都
八
王
子
市
南
大
沢

に
位
置
し
、
施
設
規
模
は
敷
地
面
積
二
一
、二
七
六
㎡
、

延
べ
床
面
積
一
八
、三
七
九
㎡
、
収
容
人
員
最
大
三
三
〇

人
（
完
全
個
室
）
で
、
大
小
併
せ
て
九
ケ
所
の
教
室
を
は

じ
め
、
実
習
室
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
室
、
講
堂
、
体
育

館
、
図
書
室
等
を
備
え
、
専
門
の
教
授
に
よ
る
講
義
の
ほ

か
、
視
聴
覚
教
材
、
Ｏ
Ａ
機
器
、
最
新
の
各
種
資
器
材
等

を
活
用
し
た
研
修
を
実
施
し
て
お
り
、
救
急
救
命
士
の
養

成
機
関
と
し
て
は
全
国
で
最
初
の
、
そ
し
て
最
大
規
模
の

研
修
所
で
す
。

こ
の
理
想
的
な
環
境
の
下
、
当
研
修
所
で
は
、
前
期

三
〇
〇
名
、
後
期
三
〇
〇
名
、
年
間
六
〇
〇
名
の
救
急
救

命
士
を
目
指
す
全
国
各
地
の
消
防
機
関
の
俊
英
が
集
い
、

日
夜
勉
学
・
訓
練
に
明
け
暮
れ
て
い
ま
す
。

研
修
は
七
ケ
月
に
わ
た
る
長
期
の
合
宿
研
修
と
な
り
ま

す
の
で
、
我
々
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
関
す
る
こ
と
だ
け

で
な
く
、
生
活
面
に
も
気
を
配
り
、
研
修
生
の
皆
さ
ん
が

で
き
る
だ
け
研
修
に
集
中
し
、
一
人
で
も
多
く
国
家
試
験

合
格
を
勝
ち
取
れ
る
よ
う
、
よ
り
よ
い
環
境
を
整
備
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

本
稿
で
は
、
当
研
修
所
で
最
近
行
っ
た
環
境
整
備
事
業

等
に
つ
い
て
紹
介
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。

１

実
習
室
の
改
修

実
施
時
期
：
平
成
一
九
年
五
月

当
研
修
所
で
は
、
救
急
現
場
に
お
い
て
十
分
対
応
で
き

る
技
術
の
向
上
を
図
り
、
必
要
な
知
識
を
習
得
し
て
い
た

だ
く
た
め
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
実
習
の
充
実
に
努
め
て

い
ま
す
。

同
実
習
は
、
基
本
訓
練
か
ら
始
ま
り
、
静
脈
路
確
保
の

た
め
の
輸
液
・
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
を
用
い
た
薬
剤
投
与
、
自

動
体
外
式
除
細
動
器
（
半
自
動
式
除
細
動
器
）
に
よ
る
除

細
動
、
器
具
を
用
い
た
気
道
確
保
等
、
様
々
な
症
例
を
想

定
し
た
訓
練
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

実
習
室
は
平
成
五
年
の
建
設
以
来
十
数
年
が
経
過
し
、

教
育
用
資
器
材
の
増
加
に
よ
る
訓
練
ス
ペ
ー
ス
の
狭
小

化
、
床
材
の
劣
化
、
設
備
の
老
朽
化
等
が
み
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

同
実
習
は
、
現
場
さ
な
が
ら
の
緊
迫
し
た
雰
囲
気
の
中

で
の
訓
練
で
あ
り
、
設
備
の
不
備
は
研
修
生
の
け
が
を
誘

発
す
る
危
険
性
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
般
、
実
習
室
の
改

修
を
行
い
ま
し
た
。

◆
◆
◆

研
修
所
だ
よ
り
◆
◆
◆

よ
り
よ
い
研
修
環
境
の
整
備

救
急
救
命
東
京
研
修
所
総
務
部

総
務
課
副
参
事

伊
藤

修
一
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ま
ず
、
器
材
準
備
室
に
移
動
棚
を
設
置
す
る
こ
と
等
で

実
習
室
に
ま
で
あ
ふ
れ
て
い
た
教
育
用
資
器
材
を
収
納

し
、
ま
た
、
今
ま
で
使
用
し
て
い
た
五
〇
型
モ
ニ
タ
ー
テ

レ
ビ
を
、
天
井
吊
型
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
と
す
る
こ
と
で

訓
練
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
ま
し
た
。

次
に
、床
材
の
張
り
替
え
を
行
う
と
同
時
に
、ク
ッ
シ
ョ

ン
性
の
高
い
材
質
に
変
更
し
、
さ
ら
に
、
床
に
埋
設
さ
れ

て
い
る
高
圧
ホ
ー
ス
の
接
続
口
を
実
習
時
に
ワ
ン
タ
ッ
チ

で
着
脱
が
可
能
と
な
る
よ
う
改
修
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
改
修
に
よ
っ
て
、
研
修
生
が
安
全
に
実
習
に
集
中

で
き
る
環
境
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

２

寮
居
室
等
へ
の
テ
レ
ビ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
整
備

実
施
時
期
：
平
成
一
九
年
四
月

研
修
生
が
生
活
を
す
る
寮
室
に
は
、
全
室
三
三
〇
室
に

テ
レ
ビ
・
ビ
デ
オ
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
故
障
が

頻
繁
に
発
生
し
て
い
た
こ
と
、
皆
さ
ん
も
ご
存
じ
の
と
お

り
二
〇
一
一
年
か
ら
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
開
始
さ
れ
、
ア
ナ

ロ
グ
放
送
が
終
了
す
る
こ
と
、
現
在
、
記
録
媒
体
と
し
て

は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
デ
ジ
タ
ル

テ
レ
ビ
へ
の
更
新
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
併
せ
て
談
話
室
、
食
堂
等
の
テ
レ
ビ
に
つ
い
て

も
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
へ
の
更
新
を
行
い
ま
し
た
。

長
期
間
の
合
宿
研
修
で
す
か
ら
、
時
に
は
気
分
転
換
も

必
要
で
し
ょ
う
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
当
研
修
所
で

は
、
実
習
授
業
や
自
己
課
外
学
習
用
と
し
て
、
テ
レ
ビ
回

線
を
利
用
し
て
教
材
画
像
を
配
信
し
て
お
り
、
研
修
生
の

自
己
学
習
に
も
役
立
て
て
い
ま
す
。

３

図
書
室
内
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ナ
ー
の
整
備

実
施
時
期
：
平
成
一
九
年
五
月

そ
れ
ま
で
当
研
修
所
に
は
、
研
修
生
が
利
用
可
能
な
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
使
用
で
き
る
パ
ソ
コ
ン
が
な
く
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
学
習
が
で
き
な
い
状
態
で
し

た
。研

修
生
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
の
要
望
も
踏
ま
え
、
学
習
環

境
の
整
備
を
目
的
と
し
て
、今
般
、図
書
室
内
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
接
続
可
能
な
パ
ソ
コ
ン
を
七
台
設
置
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
研
修
生
は
、
図
書
室
の
開
放
時
間
中
で
あ

れ
ば
自
由
に
パ
ソ
コ
ン
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
現

在
、
多
数
の
研
修
生
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

４

健
康
生
活
相
談
の
実
施

近
年
、
う
つ
病
、
心
身
症
等
の
精
神
疾
患
の
増
加
、
職

場
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
重
要
性
が
話
題
と
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、
当
研
修
所
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

慣
れ
な
い
環
境
で
の
七
ケ
月
間
に
わ
た
る
合
宿
生
活
、

国
家
試
験
に
合
格
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
等
に
よ
り
、
心
身
の
不
調
や
不
安
を
き
た
す
者
が

発
生
す
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

当
研
修
所
と
し
て
は
、
適
宜
職
員
等
に
よ
り
生
活
指
導

を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
研
修
生
活
の
安
定
を
図
り
、
研

修
効
果
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
臨
床
心
理
士
に

よ
る
健
康
生
活
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

健
康
生
活
相
談
は
、「
ま
ず
は
気
軽
に
何
で
も
相
談
し

て
い
た
だ
く
」
こ
と
と
し
、
希
望
者
に
対
し
一
人
一
五
分

程
度
を
目
途
に
、
月
二
回
の
定
期
相
談
日
を
設
定
し
て
お

り
、
ま
た
、
定
期
相
談
と
は
別
に
、
一
人
一
時
間
を
目
途

と
し
た
随
時
相
談
を
必
要
に
応
じ
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
平
成
一
四
年
度
か
ら
実
施
し
て
お
り
、
今

ま
で
も
数
多
く
の
研
修
生
が
活
用
し
、「
相
談
し
て
よ
か
っ

た
」
と
の
感
想
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

５

終
わ
り
に

こ
の
ほ
か
に
も
、
高
度
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
人
形
等
の
実

習
に
お
け
る
資
器
材
、
研
修
用
備
品
類
の
充
実
は
も
ち
ろ

ん
、
教
室
、
食
堂
等
の
内
装
改
修
や
食
堂
厨
房
機
器
の
整

備
な
ど
、
研
修
環
境
の
整
備
を
順
次
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
研
修
生
が
安
心
し
て
充
実
し
た
研
修
生
活
を

送
り
、
そ
し
て
一
人
で
も
多
く
の
救
急
救
命
士
が
誕
生
す

る
よ
う
、
側
面
か
ら
で
は
あ
り
ま
す
が
、
お
手
伝
い
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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窓
か
ら
光
が
わ
ず
か
に
射
す
石
造
り
の
部
屋
で
、

裸
の
男
が
板
の
台
に
股
を
ひ
ら
い
て
載
せ
ら
れ
て
い

る
。
手
首
を
し
ば
ら
れ
、
頭
を
か
か
え
る
男
に
上
体

を
押
え
ら
れ
、
ひ
ざ
ま
ず
い
た
男
に
両
足
を
押
え
ら

れ
、
腹
部
を
も
う
一
人
の
男
に
押
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
器
具
を
握
っ
た
男
が
股
の
あ
い
だ
に
そ

れ
を
挿
入
し
て
何
か
処
置
を
し
て
い
る
。

こ
れ
は
一
五
五
九
年
に
出
版
さ
れ
た
カ
ス
パ
ル
・

ス
ト
ロ
マ
イ
ヤ
ー
の
『
大
外
科
学
』
と
い
う
本
に
掲

載
さ
れ
た
木
版
画
。ヘ
ル
ニ
ア
手
術
の
挿
画
で
あ
る
。

外
科
手
術
は
す
で
に
古
代
エ
ジ
プ
ト
で
頭
蓋
の
穿せ

ん

孔こ
う

手
術
が
あ
っ
た
し
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
で
は
乳
が
ん

や
結
石
の
手
術
が
行
わ
れ
て
い
た
。

古
代
ロ
ー
マ
で
は
外
科
学
が
進
歩
し
、
帝
王
切
開

も
行
わ
れ
て
い
た
。
帝
王
切
開
の
こ
と
を
カ
エ
サ
リ

オ
ン
と
い
う
が
、
こ
れ
は
カ
エ
サ
ル
（
シ
ー
ザ
ー
・

帝
王
）
が
こ
の
方
法
で
生
ま
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

今
日
の
私
た
ち
は
虫
歯
一
本
の
治
療
で
も
麻
酔
を

す
る
が
、
じ
つ
は
一
九
世
紀
ま
で
は
近
代
的
な
麻
酔

法
は
な
か
っ
た
。
ア
ヘ
ン
な
ど
の
麻
薬
を
使
う
方
法

が
わ
ず
か
に
あ
っ
た
だ
け
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
外
科
的
手
術
は
想
像
を
絶
す
る
激

痛
を
と
も
な
い
、
消
毒
法
も
な
か
っ
た
た
め
た
い
へ

ん
危
険
の
と
も
な
う
も
の
で
あ
っ
た
。

一
六
世
紀
の
ヘ
ル
ニ
ア
患
者
は
ヘ
ル
ニ
ア
の
痛
み

の
う
え
に
、
そ
れ
以
上
の
手
術
の
激
痛
と
危
険
に
さ

ら
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
三
人
が
か
り
で
押
え
ら
れ
て
い
る
男
は
目
を

開
け
て
い
る
。
麻
酔
な
し
の
手
術
で
あ
る
こ
と
を
思

う
と
、
見
て
い
る
だ
け
で
鳥
肌
が
立
っ
て
く
る
。

人
間
は
人
間
の
歴
史
は
じ
ま
っ
て
い
ら
い
、
痛
み

と
と
も
に
生
き
て
き
た
。
旧
約
聖
書
の
創
世
記
は
、

神
は
ア
ダ
ム
を
眠
ら
せ
て
痛
み
を
と
り
、
そ
の
肋
骨

か
ら
イ
ブ
を
つ
く
っ
た
と
語
っ
て
い
る
。

幼
児
が
初
め
て
発
す
る
こ
と
ば
の
う
ち
、「
痛
い
」

と
発
語
す
る
の
は
き
わ
め
て
早
期
で
あ
る
と
い
う
。

「
痛
い
！
」
と
い
う
叫
び
は
各
国
と
も
似
て
い
て
、

日
本
語
の
「
イ
タ
イ
」「
ア
イ
タ
」
に
相
当
す
る
外

国
語
も
、
英
語
の
「
ア
ウ
チ
」、
フ
ラ
ン
ス
語
の
「
ア

イ
ー
」、
ド
イ
ツ
語
の
「
ア
ウ
ア
」、
ス
ペ
イ
ン
語
の

「
ア
イ
」、イ
タ
リ
ア
語
の
「
ア
イ
ア
」、中
国
語
の
「
ア

ト
ン
」
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
が
ア
・
イ
・
オ
の
つ
い
た

こ
と
ば
で
あ
る
（
尾
形
力
『
痛
み
と
の
た
た
か
い
』）。

と
は
い
え
、痛
み
ほ
ど
千
差
万
別
な
も
の
は
な
い
。

「
他
人
の
痛
み
を
知
る
」
と
よ
く
い
う
が
、
さ
ま
ざ

ま
な
病
気
や
障
害
の
痛
み
を
、
そ
の
病
人
や
障
害
者

と
同
じ
痛
み
で
痛
む
こ
と
は
も
と
よ
り
不
可
能
で
あ

る
。
痛
み
ほ
ど
個
別
的
な
も
の
は
な
い
。

現
代
医
療
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
痛
み
に
対
す
る
診
療

科
と
し
て
ペ
イ
ン
・
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
い
う
分
野
が
あ

り
、
痛
み
を
科
学
的
に
分
析
す
る
こ
と
も
研
究
さ
れ

痛
み
の
人
間
学

─
一
六
世
紀
版
画「
ヘ
ル
ニ
ア
手
術
」
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て
い
る
。
し
か
し
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
医
療
機
器
が
い

く
ら
発
達
し
て
も
、
人
間
の
痛
み
は
血
圧
を
数
値
化

し
た
り
病
変
を
画
像
化
し
た
り
す
る
こ
と
と
同
じ
よ

う
に
、
数
値
化
し
た
り
画
像
化
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。そ

の
意
味
で
は
、
人
間
に
と
っ
て
痛
み
ほ
ど
人
間

的
な
も
の
は
な
く
、
人
間
存
在
の
最
後
の
証
し
で
も

あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
痛
み
は
人
間
的
な
手
段
に
よ
っ
て

し
か
伝
え
ら
れ
な
い
。
泣
き
、
叫
び
、
手
を
当
て
、

身
も
だ
え
し
て
、か
ら
だ
そ
の
も
の
で
表
わ
す
こ
と
。

も
う
一
つ
は
こ
と
ば
あ
る
い
は
文
字
で
表
わ
す
こ
と

で
あ
り
、
こ
の
う
ち
よ
り
人
間
的
な
の
は
も
と
よ
り

こ
と
ば
や
文
字
に
よ
る
伝
達
で
あ
る
。

痛
み
を
表
現
す
る
こ
と
ば
「
痛
み
語
」
に
は
、「
鈍

い
痛
み
」「
刺
す
よ
う
な
痛
み
」「
焼
け
る
よ
う
な
痛

み
」
と
い
っ
た
万
国
共
通
の
表
現
法
が
あ
る
が
、
日

本
に
は
痛
み
を
表
わ
す
独
特
の
擬
態
語
が
あ
る
。

「
ズ
キ
ズ
キ
」「
キ
リ
キ
リ
」「
ガ
ン
ガ
ン
」「
シ
ク

シ
ク
」「
ヒ
リ
ヒ
リ
」「
チ
ク
チ
ク
」
…
…
な
ど
、
そ

の
痛
み
特
有
の

表
現
法
が
あ
る
。

こ
う
し
た
痛
み

語
は
学
校
で
教

え
ら
れ
た
も
の

で
は
な
く
、
日
本

人
が
共
有
す
る

文
化
と
し
て
あ

る
。
医
療
者
と
患

者
の
あ
い
だ
で

は
、
こ
れ
ら
の
痛

み
語
を
使
う
こ

と
で
痛
み
の
内

容
を
た
が
い
に

理
解
し
合
え
る

の
で
あ
る
。

痛
み
は
同
じ

痛
み
で
も
心
理

的
あ
る
い
は
精
神
的
な
状
態
で
ち
が
う
こ
と
は
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
。
仕
事
の
不
安
や
金
銭
的
心
配
あ
る

い
は
人
間
関
係
の
ス
ト
レ
ス
が
あ
る
と
痛
み
は
増
大

し
、
周
囲
の
思
い
や
り
や
行
き
届
い
た
ケ
ア
が
あ
れ

ば
軽
減
す
る
。

痛
み
の
感
受
性
は
民
族
や
時
代
に
よ
っ
て
も
異
な

る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人

に
く
ら
べ
南
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
ほ
う
が
痛
み
に
弱
い

と
い
う
。
ま
た
戦
前
の
日
本
人
は
現
代
日
本
人
よ
り

痛
み
に
強
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

男
性
と
女
性
で
は
一
般
に
女
性
の
ほ
う
が
男
性
よ

り
痛
が
る
と
い
わ
れ
、
年
齢
で
い
う
と
老
人
よ
り
若

い
人
の
ほ
う
が
痛
が
る
傾
向
が
あ
る
。
性
格
で
い
う

と
神
経
質
で
真
面
目
す
ぎ
る
人
、
仲
間
づ
き
合
い
が

下
手
で
余
暇
を
楽
し
め
な
い
人
な
ど
は
痛
み
に
過
敏

で
あ
る
と
い
う
。

痛
み
は
そ
の
人
に
と
っ
て
も
け
っ
し
て
一
様
で
な

い
。
季
節
や
天
気
や
時
刻
に
よ
っ
て
も
ち
が
う
。
寒

さ
で
神
経
痛
や
筋
肉
痛
が
悪
化
す
る
こ
と
は
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
。

痛
み
を
知
り
痛
み
を
伝
え
る
こ
と
は
人
間
の
す
ぐ

れ
て
知
的
な
活
動
に
属
す
る
。
痛
み
方
を
学
ぶ
と
い

う
こ
と
は
生
き
方
の
主
要
課
目
で
あ
る
。

麻
酔
や
鎮
痛
剤
で
す
ぐ
痛
み
を
除
去
す
る
こ
と
に

慣
れ
て
し
ま
っ
た
私
た
ち
は
、
と
き
に
こ
う
し
た
古

い
資
料
に
接
し
て
、
過
去
の
痛
み
を
追
体
験
し
、
痛

み
の
人
間
的
感
覚
を
養
う
こ
と
も
大
切
な
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

「ヘルニア手術」 カスパル『大外科学』1559年
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救
急
救
命
九
州
研
修
所
の
山
浦
で
す
。
当
研
修
所

に
は
平
成
一
七
年
度
よ
り
働
き
始
め
、
約
二
年
半
が

経
過
し
ま
し
た
。
私
は
整
形
外
科
医
で
す
が
、
そ
れ

と
と
も
に
レ
ー
シ
ン
グ
ド
ラ
イ
バ
ー
と
い
う
、
も
う

ひ
と
つ
の
顔
が
あ
り
ま
す
（
こ
れ
で
収
入
を
得
て
い

る
わ
け
で
は
な
く
、支
出
ば
か
り
重
ね
て
い
る
の
で
、

道
楽
と
い
っ
た
方
が
正
し
い
で
し
ょ
う
か
）。

乗
っ
て
い
る
車
は
Ｆ
Ｊ
一
六
〇
〇
と
い
う
入
門
用

フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
ー
カ
ー
で
す
。
エ
ン
ジ
ン
の
馬
力
は

一
〇
〇
馬
力
少
々
で
す
が
、
車
重
が
四
〇
〇
キ
ロ
グ

ラ
ム
と
軽
い
た
め
最
高
速
は
二
〇
〇
キ
ロ
近
く
出
ま

す
。
三
〇
歳
を
過
ぎ
て
始
め
ま
し
た
が
、
元
々
の
才

能
が
な
い
の
か
、
い
ま
だ
に
表
彰
台
に
上
が
っ
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

研
修
所
に
勤
め
だ
し
て
、
少
々
時
間
的
余
裕
が
で

き
た
の
で
、
こ
の
局
面
を
打
開
し
よ
う
と
考
え
、
今

ま
で
我
流
で
や
っ
て
き
た
も
の
を
、
一
か
ら
鍛
え
直

そ
う
と
、
レ
ー
シ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
と
い
う
も
の
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。

海
外
、
特
に
欧
州
に
は
レ
ー
シ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
Ｆ
１
ド
ラ
イ
バ
ー
の
中
に
は

こ
う
い
う
レ
ー
シ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
出
身
の
ド
ラ
イ

バ
ー
も
数
多
く
い
ま
す
。
し
か
し
、
費
用
も
時
間
も

か
か
り
ま
す
。
ま
た
、
国
内
に
も
、
あ
る
こ
と
は
あ

り
ま
す
が
、
基
本
的
に
Ｆ
１
に
つ
な
が
る
人
材
発
掘

的
な
要
素
の
強
い
も
の
で
す
。
Ｆ
１
ド
ラ
イ
バ
ー
の

佐
藤
琢
磨
さ
ん
が
ホ
ン
ダ
の
レ
ー
シ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

出
身
な
の
は
有
名
な
話
で
す
。
こ
れ
も
、
時
間
と
費

用
が
か
な
り
か
か
り
ま
す
。
一
番
の
ネ
ッ
ク
は
、
私

の
よ
う
な
年
寄
り
に
は
門
戸
が
開
か
れ
て
い
な
い
こ

と
で
す
。

そ
こ
で
、
見
つ
け
た
の
が
、
タ
イ
に
あ
る
レ
ー
シ

ン
グ
ス
ク
ー
ル
で
し
た
。
こ
の
ス
ク
ー
ル
は
元
々

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
名
門
レ
ー
シ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
に
い
た

日
本
人
が
行
っ
て
お
り
、
ま
た
使
用
さ
れ
る
車
は
、

型
遅
れ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
ー
ル

ノ
ー
を
使
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
車
は
二
〇
〇
〇
ｃ
ｃ

の
排
気
量
で
一
六
〇
馬
力
の
エ
ン
ジ
ン
に
四
五
〇
キ

ロ
グ
ラ
ム
の
車
重
で
、
最
高
速
は
二
三
〇
キ
ロ
を
超

え
る
そ
う
で
す
。
最
初
は
ア
ク
セ
ル
を
全
開
に
す
る

と
怖
い
ぐ
ら
い
で
し
た
。

さ
て
、レ
ー
シ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
の
話
に
移
り
ま
す
。

最
初
に
、ブ
レ
ー
キ
の
踏
み
方
か
ら
教
わ
り
ま
す
。

そ
れ
と
と
も
に
ヒ
ー
ル
ア
ン
ド
ト
ウ
の
方
法
を
教
わ

り
ま
す
。
ヒ
ー
ル
ア
ン
ド
ト
ウ
と
い
う
の
は
文
字
通

り
「
踵
と
つ
ま
先
」
と
い
う
意
味
で
、
自
動
車
レ
ー

ス
で
コ
ー
ナ
ー
手
前
で
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
場
合
、

車
速
に
応
じ
た
ギ
ア
に
落
と
し
て
い
く
時
に
、
つ
ま

先
で
ブ
レ
ー
キ
を
踏
み
な
が
ら
踵
で
ア
ク
セ
ル
を
煽

り
、
エ
ン
ジ
ン
回
転
を
上
げ
て
お
く
テ
ク
ニ
ッ
ク
で

す
。
自
動
車
レ
ー
ス
で
は
非
常
に
基
本
的
な
テ
ク

ニ
ッ
ク
で
す
（
こ
れ
ま
で
レ
ー
ス
を
し
て
い
た
私
は

こ
れ
ぐ
ら
い
の
基
本
的
な
こ
と
は
簡
単
に
で
き
る
と

思
っ
て
い
た
の
で
す
が
）。

乗
用
車
と
違
い
、
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
ー
カ
ー
の
コ
ッ

ク
ピ
ッ
ト
は
狭
い
た
め
、
ア
ク
セ
ル
ペ
ダ
ル
と
ブ

レ
ー
キ
ペ
ダ
ル
の
位
置
が
非
常
に
接
近
し
て
お
り
、

足
の
親
指
側
で
ブ
レ
ー
キ
を
踏
ん
で
小
指
の
外
側
で

ア
ク
セ
ル
を
煽
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、

ブ
レ
ー
キ
を
踏
む
時
は
足
を
内
股
に
し
、
ア
ク
セ
ル

を
煽
る
時
は
足
を
外
股
に
し
て
煽
り
ま
す
。
こ
れ
を

車
を
止
め
た
状
態
で
繰
り
返
し
練
習
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
我
流
で
や
っ
て
き
て
い
た
方
法
と
は

違
っ
て
い
ま
し
た
が
、
慣
れ
て
く
る
と
非
常
に
や
り

や
す
く
、
さ
す
が
レ
ー
ス
の
歴
史
の
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
教
え
方
は
違
う
な
、
と
後
で
感
心
し
た
も
の
で

す
。こ

こ
ま
で
は
止
ま
っ
た
状
態
の
車
で
行
い
ま
し
た

の
で
、
比
較
的
容
易
に
ク
リ
ア
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

救
急
救
命
士
を

目
指
す
人
た
ち
へ

─
私
の
レ
ー
シ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
体
験
記
─

救急救命士をめざす人たちへ
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が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
今
度
は
コ
ー
ス
上
の
直

線
部
分
を
使
っ
て
シ
フ
ト
ダ
ウ
ン
の
練
習
に
な
り
ま

す
。直
線
部
分
で
四
速
ま
で
加
速
し
て
い
き
、ブ
レ
ー

キ
を
踏
み
な
が
ら
ヒ
ー
ル
ア
ン
ド
ト
ウ
を
し
て
ギ
ア

を
三
速
、
二
速
と
落
と
し
て
い
く
練
習
で
す
。

実
は
、
こ
れ
に
は
か
な
り
ま
い
り
ま
し
た
。
常
夏

の
国
タ
イ
ラ
ン
ド
の
、
し
か
も
一
年
で
最
も
暑
い
時

期
で
も
あ
り
ま
し
た
。
な
か
な
か
う
ま
く
で
き
ず
、

そ
の
う
ち
ヒ
ー
ル
ア
ン
ド
ト
ウ
も
、
教
え
て
も
ら
っ

た
や
り
方
か
ら
こ
れ
ま
で
我
流
で
し
て
い
た
や
り
方

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
走
る
た
び

に
注
意
を
受
け
な
が
ら
、
あ
る
程
度
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
時
点
で
、
こ
の
練
習
は
終
了
に
な
り
、
実
際

の
サ
ー
キ
ッ
ト
を
走
り
な
が
ら
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に

移
り
ま
し
た
。

サ
ー
キ
ッ
ト
を
何
周
か
走
っ
て
は
ス
ト
ッ
プ
し

て
、
各
コ
ー
ナ
ー
で
走
り
方
を
見
て
い
た
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
か
ら
、
こ
こ
は
い
い
、
こ
こ
は
悪
い
か
ら

こ
う
直
し
な
さ
い
、
と
い
っ
た
注
意
を
受
け
、
さ
ら

に
周
回
を
重
ね
る
と
い
う
こ
と
を
繰
り
返
し
ま
す
。

こ
の
と
き
も
、
ヒ
ー
ル
ア
ン
ド
ト
ウ
に
関
す
る
注
意

を
多
く
受
け
ま
し
た
。
直
線
だ
け
で
練
習
し
て
い
た

時
は
何
と
か
な
っ
て
も
、実
際
の
コ
ー
ス
に
出
る
と
、

以
前
の
我
流
の
悪
い
癖
が
出
て
き
ま
す
。
そ
う
い
う

時
は
い
っ
た
ん
、
停
止
さ
せ
ら
れ
て
止
ま
っ
た
状
態

で
の
ヒ
ー
ル
ア
ン
ド
ト
ウ
を
繰
り
返
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
ヒ
ー
ル
ア
ン
ド
ト
ウ

は
何
と
か
こ
な
せ
る
よ
う
に
は
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
他
に
注
意
を
受
け
た
こ
と
は
、
ブ
レ
ー
キ
の

踏
み
方
、
ア
ク
セ
ル
の
踏
み
方
、
視
線
の
も
っ
て
い

き
方
等
々
、
走
行
前
の
講
義
で
教
わ
っ
た
こ
と
で
、

し
か
も
講
義
を
受
け
る
前
か
ら
自
分
で
も
知
っ
て
い

る
基
本
的
な
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。
こ
う
い
っ
た
こ

と
を
何
度
も
繰
り
返
し
注
意
さ
れ
、
そ
れ
を
意
識
し

な
が
ら
修
正
し
て
走
っ
て
い
く
こ
と
で
、
徐
々
に
悪

い
癖
が
直
っ
て
い
き
ま
し
た
。

結
局
、
少
し
で
も
速
く
な
り
た
い
と
思
い
、
レ
ー

シ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
を
受
講
し
て
教
え
ら
れ
た
の
は
、

ま
ず
し
っ
か
り
基
本
を
マ
ス
タ
ー
し
な
さ
い
、
と
い

う
こ
と
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
日
本
に
帰
っ
て
き
て
自
分
の
車
に
乗
っ

て
サ
ー
キ
ッ
ト
を
走
り
だ
し
た
と
こ
ろ
、
す
ぐ
に
は

速
く
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
非
常
に
車
の

運
転
が
楽
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ヒ
ー
ル
ア
ン
ド
ト

ウ
な
ど
の
基
本
的
な
操
作
を
ス
ク
ー
ル
で
み
っ
ち
り

叩
き
こ
ま
れ
た
た
め
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
後
、
運

転
に
余
裕
が
で
き
た
分
を
速
く
走
る
方
に
振
り
向
け

て
、
練
習
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
徐
々
に
タ
イ
ム
も
向

上
し
て
き
ま
し
た
。
今
は
表
彰
台
が
少
し
見
え
て
き

た
と
こ
ろ
で
す
。

レ
ー
ス
と
い
う
の
は
安
全
に
で
き
る
だ
け
速
く

ゴ
ー
ル
を
目
指
す
と
い
う
点
で
、
皆
さ
ん
の
活
動
と

近
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
当
研
修
所
で
は
約
二
年
前

か
ら
薬
剤
投
与
追
加
講
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

受
講
生
を
見
て
い
る
と
、
レ
ー
シ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
を

受
講
す
る
前
の
私
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
人
が
多
い

よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
本
来
救
命
士
で
あ
れ
ば
で
き

る
は
ず
の
、
Ｂ
Ｌ
Ｓ
や
静
脈
路
確
保
が
う
ま
く
で
き

な
い
人
が
ち
ら
ほ
ら
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
薬
剤
投
与

と
い
う
新
し
い
こ
と
を
習
得
に
来
た
人
た
ち
に
基
本

的
な
こ
と
を
一
か
ら
や
り
直
し
て
も
ら
っ
て
い
る
状

況
で
す
。
い
わ
ば
救
命
士
の
再
教
育
の
場
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
平
成
一
八
年
度
か
ら
救
命
士
に
な
っ
た

人
は
薬
剤
追
加
講
習
を
受
け
る
必
要
が
な
く
、
こ
う

い
う
追
加
講
習
で
再
教
育
を
受
け
る
機
会
が
あ
り
ま

せ
ん
。
今
後
、
救
命
士
に
な
ら
れ
る
方
は
、
基
本
的

な
手
技
や
知
識
を
確
実
に
習
得
し
て
も
ら
い
、
そ
れ

を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
今
後
何
ら
か
の
再
教
育
の
機
会
が
で
き
れ
ば

い
い
な
、
と
思
っ
て
い
る
今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
。
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Ａ

研
究
目
的

救
急
救
命
士
の
特
定
行
為
が
拡
大
さ
れ
、
病
院
内
初
療

室
に
近
い
処
置
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

プ
レ
ホ
ス
ピ
タ
ル
・
ケ
ア
の
現
場
で
は
最
低
三
名
の
救
急

隊
員
が
一
つ
の
ク
ル
ー
と
し
て
処
置
を
実
施
す
る
た
め
、

薬
剤
投
与
を
行
う
こ
と
に
よ
り
現
場
滞
在
時
間
が
明
ら
か

に
延
長
し
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
一
刻
を
争
う
心
肺
停

止
傷
病
者
の
蘇
生
率
改
善
の
た
め
に
は
い
か
に
処
置
ま
で

の
時
間
を
短
く
す
る
か
が
鍵
と
な
っ
て
い
る
。

今
回
は
救
急
救
命
士
に
よ
る
薬
剤
投
与
の
実
施
に
際
し
、

迅
速
か
つ
効
果
的
に
薬
剤
投
与
を
実
施
す
る
た
め
に
ア
ド

レ
ナ
リ
ン
の
気
管
内
投
与
が
い
か
に
効
果
的
で
時
間
短
縮

に
つ
な
が
る
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
資
器
材
が
必
要
か
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
研
究
・
開
発
を
行
う
こ
と
を
目
的

と
し
た
。

Ｂ

研
究
方
法

１

気
管
内
投
与
に
関
す
る
文
献
的
考
察

過
去
の
気
管
内
投
与
に
お
け
る
動
物
実
験
及
び
臨
床
研

究
報
告
等
を
集
積
し
、
気
管
内
投
与
の
エ
ビ
デ
ン
ス
レ
ベ

ル
を
位
置
づ
け
、
実
際
に
救
急
救
命
士
の
処
置
拡
大
に
対

し
て
有
用
か
ど
う
か
を
文
献
的
に
検
討
す
る
。

２

気
管
内
投
与
用
資
器
材
の
開
発

今
回
、
救
急
救
命
士
に
よ
る
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
の
気
管
内

投
与
が
見
送
ら
れ
た
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
モ
デ
ル
が
開
発
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。

現
在
、
高
度
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
人
形
は
気
管

内
投
与
に
対
応
す
る
人
形

が
な
い
た
め
、
救
急
隊
の

想
定
訓
練
が
可
能
な
現
存

の
高
度
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
人
形
に
付
加
す
る
こ
と

が
で
き
る
気
管
内
投
与
が

実
施
可
能
な
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
モ
デ
ル
を
開
発
し
た
。

３

従
来
の
静
脈
内
投
与
と
気
管
内
投
与
を
比
較

気
管
挿
管
さ
れ
た
状
態
か
ら
従
来
の
「
静
脈
路
確
保
か

ら
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
の
静
脈
投
与
」
と
「
気
管
挿
管
か
ら
ア

ド
レ
ナ
リ
ン
の
気
管
内
投
与
」
の
二
つ
を
薬
剤
投
与
ま
で

の
時
間
で
比
較
し
た
。

対
象
は
既
に
気
管
挿
管
、
静
脈
路
確
保
、
薬
剤
投
与
を

修
了
し
た
救
急
救
命
士
民
間
養
成
校
学
生
八
人
と
し
た（
図

１
）。
二
群
間
の
比
較
に
はstudent-t

検
定
を
用
い
、
危

険
率
五
％
未
満
を
有
意
差
有
り
と
し
た
。

Ｃ

研
究
結
果
、
及
び
考
察

１

気
管
内
投
与
に
関
す
る
文
献
的
考
察

⑴
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
の
気
管
内
投
与
に
関
す
る
動
物
実
験

（
表
１
）

Ｇ
二
〇
〇
〇
で
推
奨
さ
れ
る
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
の
気

管
内
投
与
法
、
投
与
量
は
個
々
の
動
物
実
験
で
有
効

で
あ
る
と
い
う
結
果
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

⑵
心
肺
停
止
事
例
に
お
け
る
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
気
管
内
投

与
が
有
効
で
あ
る
と
い
う
症
例
報
告
（
表
２
）

臨
床
に
お
い
て
は
、
静
脈
路
確
保
が
困
難
な
心
肺

停
止
事
例
に
対
し
て
、
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
気
管
内
投
与

を
施
行
し
た
結
果
、
心
拍
再
開
が
得
ら
れ
救
命
で
き

た
と
い
っ
た
症
例
報
告
が
散
見
さ
れ
た
。

⑶
心
肺
停
止
事
例
に
お
け
る
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
の
気
管
内

投
与
（
Ｅ
Ｔ
）
と
静
脈
投
与
（
Ｉ
Ｖ
）
の
比
較
（
臨

床
検
討
）（
表
３
）

心
肺
停
止
事
例
で
の
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
気
管
内
投
与

に
関
す
る
臨
床
研
究
は
、
静
脈
投
与
群
と
の
比
較
で

あ
っ
た
。
Ｇ
二
〇
〇
〇
で
推
奨
さ
れ
る
投
与
法
に
近

い
研
究
に
お
い
て
も
、
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
気
管
内
投
与

は
静
脈
投
与
と
比
較
し
、
心
拍
再
開
の
効
果
が
劣
る

も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
小
児
の
心
肺
停

止
事
例
等
、
一
部
の
事
例
に
お
い
て
ア
ド
レ
ナ
リ
ン

気
管
内
投
与
に
よ
り
心
拍
再
開
が
得
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
有
効
性
が
示
唆
さ
れ
る
報
告
も
あ
る
。

⑷
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
気
管
内
投
与
の
そ
の
他
の
臨
床
的
検

討
（
表
４
）

心
肺
停
止
事
例
に
お
け
る
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
気
管
内

投
与
の
有
効
性
に
つ
い
て
の
臨
床
検
討
で
はplacebo

群
を
設
定
し
た
Ｒ
Ｃ
Ｔ
は
報
告
さ
れ
て
お
ら
ず
、
現

時
点
で
の
臨
床
で
の
有
効
性
に
関
す
る
エ
ビ
デ
ン
ス

は
存
在
し
な
い
。
い
く
つ
か
の
文
献
で
ア
ド
レ
ナ
リ

ン
気
管
内
投
与
時
の
投
与
法
、
投
与
量
に
つ
い
て
は

さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
と
結
論
づ
け
て
い
た
。

文
献
的
検
討
で
は
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
気
管
投
与
に
関

す
る
合
併
症
発
生
の
報
告
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
大

量
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
投
与
に
基
づ
く
心
筋
障
害
も
特
に

報
告
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ア
ド

レ
ナ
リ
ン
気
管
投
与
を
実
施
す
る
場
合
、
推
奨
さ
れ

図１ 気管内投与をしている様子

救急に関する調査研究助成事業報告書（概要）

救急救命士におけるより効果的な
薬剤投与法についての検討

田中秀治⑴ 前住智也⑵
国士舘大学院救急救命システムコース ⑴教授 ⑵助手
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る
気
管
投
与
量
と
静
脈
投
与
量
と
が
異
な
る
た
め
、

投
薬
に
関
す
る
エ
ラ
ー
が
起
き
な
い
よ
う
な
安
全
対

策
を
施
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
問
題
点

が
解
決
で
き
る
製
剤
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
材
が
開
発

さ
れ
る
ま
で
は
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
気
管
投
与
プ
ロ
ト

コ
ー
ル
の
実
施
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
る
。

２

気
管
内
投
与
用
資
器
材
の
開
発

今
回
、
我
々
は
新
た
に
気
管
内
投
与
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
実
施
で
き
る
高
度
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
人
形
を
開
発

す
る
の
で
は
な
く
、
現
時
点
で
発
売
さ
れ
て
い
る
高
度

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
人

形
に
装
着
可
能
な
気
管

内
投
与
用
肺
モ
デ
ル
を

開
発
し
た
（
図
２
）。

こ
の
気
管
内
投
与
用

肺
モ
デ
ル
は
通
常
の
肺

の
ジ
ョ
イ
ン
ト
部
分
を

外
し
、
水
分
を
吸
収
す

る
素
材
を
中
に
入
れ
た

ボ
ト
ル
を
装
着
す
る
こ

と
に
よ
り
、
通
常
の
人

工
呼
吸
な
ど
の
換
気
を

実
施
し
な
が
ら
、
気
管

内
投
与
を
実
施
す
る
こ

と
を
可
能
と
し
た
も
の

で
あ
る
。

肺
に
続
く
チ
ュ
ー
ブ

を
上
に
配
置
し
、
水
分

吸
収
素
材
の
入
っ
た
ボ

ト
ル
を
下
に
配
置
す
る

こ
と
に
よ
り
、
換
気
し

た
空
気
は
上
に
行
き
、

気
管
内
投
与
し
た
液
体

は
下
に
流
れ
る
仕
組
み

と
し
た
（
図
３
）。

気
管
内
投
与
用
肺
モ
デ
ル

は
人
形
の
胸
部
の
ス
ペ
ー
ス

に
配
置
す
る
こ
と
が
で
き
る

た
め
、
新
た
に
拡
張
す
る
な

ど
の
手
間
が
か
か
ら
ず
、
ま

た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ボ
ト
ル
、

オ
ム
ツ
の
よ
う
な
水
分
吸
収

可
能
な
素
材
、
ゴ
ム
チ
ュ
ー

ブ
か
ら
作
成
さ
れ
て
い
る
の

で
、
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
に
も
優
れ
て
い
る
（
図

４
）。

本
モ
デ
ル
を
用
い
て
気
管
内
投
与
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

行
っ
た
が
、
五
例
の
被
験
者
が
使
用
し
て
も
、
全
く
問

題
な
く
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。

気
管
内
投
与
用
肺
モ
デ
ル
は
今
ま
で
の
モ
デ
ル
の
よ

う
に
液
体
を
肺
内
に
入
れ
る
こ
と
に
よ
る
劣
化
を
今
ま

で
よ
り
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
が
、
今
回
開
発
し
た
モ
デ

ル
は
ど
の
程
度
の
頻
度
で
水
分
吸
収
素
材
を
交
換
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
、
ま
た
ど
の
程
度
の
量
が
投
与

可
能
な
の
か
は
検
討
中
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
モ
デ
ル
を
開
発
し
た
こ
と
に
よ
り
、

今
ま
で
実
施
が
不
可
能
だ
っ
た
気
管
内
投
与
が
可
能
に

な
る
こ
と
か
ら
、
救
急
救
命
士
の
気
管
内
投
与
が
先
送

り
さ
れ
た
原
因
の
一
つ
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

３

�

従
来
の
静
脈
内
投
与
と
気
管
内
投
与
を
比
較
し

た
結
果

前
述
し
た
我
々
の
開

発
し
た
モ
デ
ル
を
用
い
、

従
来
の
経
静
脈
投
与
に

よ
る
薬
剤
投
与
と
経
気

管
内
投
与
に
よ
る
薬
剤

投
与
に
つい
て
投
与
時
間

を
比
較
検
討
し
た
。

経
気
管
内
投
与
群
で

は
薬
剤
投
与
ま
で
八
八
±

六
秒
に
対
し
て
、
経
静

脈
投
与
群
で
は
三
九
五
±

八
六
秒
と
有
意
に
時
間

を
要
し
た
（
図
５
）。

Ｄ

結
論

今
回
、
気
管
内
投
与
が
先
送
り
さ
れ
た
問
題
点
の
一
つ

で
あ
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
モ
デ
ル
が
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と

を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
、
日
本
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
上
に

お
い
て
も
気
管
内
投
与
は
条
件
に
よ
っ
て
は
実
施
を
推
奨

し
て
い
る
。
ま
た
、
救
急
隊
の
活
動
の
ポ
イ
ン
ト
の
時
間

に
お
い
て
も
気
管
内
投
与
は
有
意
に
早
い
こ
と
が
分
か
っ

た
。
今
後
は
気
管
内
投
与
用
の
プ
レ
フ
ィ
ル
ド
シ
リ
ン
ジ

な
ど
の
専
用
製
剤
を
開
発
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
気
管

内
投
与
の
手
技
は
さ
し
て
難
し
く
は
な
く
、
我
々
が
開
発

し
た
モ
デ
ル
で
想
定
訓
練
も
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
地

域
に
よ
り
気
管
挿
管
の
適
応
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
一

隊
の
中
で
気
管
挿
管
・
薬
剤
投
与
の
両
認
定
が
必
要
で
あ

る
と
い
っ
た
問
題
点
が
挙
げ
ら
れ
、
静
脈
路
確
保
が
困
難

な
際
の
第
二
選
択
と
し
て
考
慮
す
べ
き
と
考
え
た
。

600

秒

静脈路確保,静脈投与

394.7±86

静脈投与と気管内投与の時間比較

500

400

300

200

100

0

88.1±6

気管内投与

n=8
p<0.05

図２ 気管内投与用肺モデルの本体

図４ 現在市販されている人形に
装着可能

図３ 気管内投与用肺モデルを
人形に装着した状態

表３ 心肺停止事例におけるアドレナリンの気管投与（ET）と静脈投与（IV）の比較（臨床検討）

表４ アドレナリンの気管投与のその他の臨床検討

表１ アドレナリンの気管投与の動物実験

表２ 心肺停止事例におけるアドレナリン気管投与が有効であるという症例報告

図５ 静脈投与と気管内投与の時間比較
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１

は
じ
め
に

コ
ー
チ
ン
グ
は
、
従
来
の
指
示
命
令
的
な
指
導
法
で
は

な
く
、「
答
え
は
常
に
そ
の
人
の
中
に
あ
る
」
こ
と
を
前
提

に
、
相
手
に
問
い
を
投
げ
か
け
る
こ
と
に
よ
り
考
え
さ
せ
、

答
え
を
導
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
で
あ
る
⑴
。
近

年
、
医
療
従
事
者
の
間
で
も
、
接
遇
や
教
育
を
目
的
と
し

て
コ
ー
チ
ン
グ
研
修
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。

救
急
救
命
士
は
、
傷
病
者
や
そ
の
関
係
者
、
医
療
機
関

の
職
員
、救
急
隊
員
な
ど
様
々
な
相
手
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
多
く
の
場
合
、
傷
病
者
や

そ
の
関
係
者
は
冷
静
で
は
な
い
上
、
接
触
す
る
時
間
が
短

い
。
こ
の
た
め
よ
り
高
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が

必
要
で
あ
る
。
当
課
程
（
現

救
急
救
命
学
科
）
で
は

二
〇
〇
〇
年
よ
り
、救
急
救
命
士
を
目
指
す
学
生
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
向
上
を
目
的
に
、
コ
ー
チ
ン
グ
実
習

を
導
入
し
て
き
た
。
先
行
研
究
⑵
に
お
い
て
、
コ
ー
チ
ン
グ

実
習
前
後
で
、
情
動
知
能
指
数
（Em

otional Intelligence 
Quotient, 

Ｅ
Ｑ
）
に
よ
っ
て
行
動
特
性
を
評
価
し
た
と
こ

ろ
、
心
内
知
性
（
自
分
の
感
情
を
調
整
し
、
や
る
気
を
引

き
出
す
能
力
）、
対
人
関
係
知
性
（
対
人
関
係
を
上
手
に
発

展
さ
せ
る
能
力
）、
状
況
判
断
知
性
（
的
確
な
状
況
判
断
と

適
切
な
対
処
能
力
）
の
値
が
有
意
に
高
く
な
っ
た
こ
と
を

確
認
し
た
。
Ｅ
Ｑ
は
、
上
記
三
知
性
か
ら
構
成
さ
れ
る
が
、

細
分
化
す
る
と
三
知
性
を
構
成
す
る
八
つ
の
能
力
が
あ
り
、

さ
ら
に
各
能
力
を
構
成
す
る
二
四
の
素
養
に
よ
り
構
成
さ

れ
て
い
る
。
三
年
間
の
コ
ー
チ
ン
グ
実
習
受
講
者
と
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
群
を
コ
ー
チ
ン
グ
実
習
前
後
で
Ｅ
Ｑ
を
測
定
し
、

三
知
性
、
八
能
力
、
二
四
素
養
を
分
析
し
た
。

２

方
法

⑴
対
象

対
象
は
コ
ー
チ
ン
グ
群
と
し
て
救
急
救
命
士
課
程
三
年

生
六
六
名
と
し
た
（
男
性
四
四
名
、
女
性
二
二
名
、
平
均

年
齢
二
一
・
三
±
〇
・
九
歳
）。
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
群
は
、
同
時

期
に
在
籍
し
コ
ー
チ
ン
グ
実
習
を
受
講
し
な
い
臨
床
検
査

技
術
学
科
三
年
生
四
三
名
（
男
性
一
九
名
、
女
性
二
四
名
、

平
均
年
齢
二
一
・
四
±
〇
・
九
歳
）
と
し
た
。
病
院
実
習
前

に
コ
ー
チ
ン
グ
実
習
を
実
施
し
、
一
回
二
・
五
時
間
の
実
習

を
約
一
週
間
毎
に
計
五
回
実
施
し
た
。
両
群
の
Ｅ
Ｑ
を

paired Students t-test

を
用
い
て
検
討
し
、p<0.05

を
統

計
学
的
に
有
意
と
し
た
。
五
回
の
実
習
内
容
を
表
３
に
示

す
。⑵

情
動
知
能
指
数
に
よ
る
行
動
特
性
の
評
価

実
習
前
後
で
Ｅ
Ｑ
を
用
い
て
行
動
特
性
を
評
価
し
た
。

Ｅ
Ｑ
は
エ
ー
ル
大
学
の
心
理
学
教
授Peter Salovay

と

ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
大
学
のJohn M

ayer

に
よ
り
開
発

さ
れ
「
感
情
の
選
別
」「
感
情
の
利
用
」「
感
情
の
理
解
」「
感

情
の
調
整
及
び
操
作
」
の
四
領
域
か
ら
構
成
さ
れ
る
⑶
。
本

研
究
で
はPeter Salovay

とJohn M
ayer

の
理
論
に
基
づ

い
て
日
本
人
用
に
開
発
さ
れ
た
二
五
〇
問
か
ら
な
る
Ｅ
Ｑ

Ｉ
行
動
特
性
検
査
（EQ

Japan

株
式
会
社
）
を
使
用
し
た
。

Ｅ
Ｑ
Ｉ
行
動
特
性
検
査
は
、
受
験
者
の
言
動
や
行
動
特
性
、

ス
タ
イ
ル
を
客
観
的
な
五
段
階
ス
コ
ア
と
し
て
測
定
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
Ｅ
Ｑ
の
構
成
を
表
４
に
示
す
。

３

結
果

結
果
は
表
１
の
と
お
り
で
あ
る
。

４

考
察

コ
ー
チ
ン
グ
実
習
後
は
、
学
生
の
心
内
知
性
、
対
人
関

係
知
性
、
状
況
判
断
知
性
の
値
が
上
昇
し
、
こ
れ
ら
を
構

成
す
る
八
能
力
（
自
己
認
識
力
、
ス
ト
レ
ス
共
生
、
気
分

創
出
力
、
自
己
表
現
力
、
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
、
対
人
関
係
力
、

対
人
受
容
力
、
共
感
力
）
す
べ
て
の
値
が
上
昇
し
た
。
し

か
し
、
こ
れ
ら
を
構
成
す
る
二
四
の
素
養
を
分
析
し
た
結

果
、
六
つ
の
素
養
は
統
計
学
的
に
有
意
な
変
化
が
見
ら
れ

な
か
っ
た
。

各
素
養
の
値
の
上
昇
か
ら
期
待
さ
れ
る
行
動
傾
向
を
表

２
に
示
す
。
心
内
知
性
を
構
成
す
る
「
自
己
認
識
力
」
は

四
つ
の
素
養
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、こ
の
う
ち「
抑
鬱
性
」

は
有
意
な
上
昇
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
素
養
は
過
去

の
嫌
な
出
来
事
を
割
り
切
っ
て
い
る
か
を
測
っ
て
い
る
の

で
、
学
生
で
あ
る
た
め
に
過
去
の
経
験
度
が
少
な
い
こ
と

が
背
景
に
あ
る
と
考
え
る
。「
気
力
創
出
力
」
は
、
四
つ
の

素
養
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、「
楽
観
性
」
が
有

意
な
上
昇
が
な
か
っ
た
素
養
で
あ
る
が
、
数
値
と
し
て
は

上
昇
が
見
ら
れ
て
お
り
、
個
人
的
な
要
素
が
強
い
こ
と
が

そ
の
背
景
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

対
人
関
係
知
性
を
構
成
す
る
能
力
で
あ
る「
ア
サ
ー
シ
ョ

ン
」
の
う
ち
「
自
主
独
立
性
」
は
数
値
と
し
て
上
昇
し
て

い
る
も
の
の
、
有
意
差
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
主
体
性

救急に関する調査研究助成事業報告書（概要）

救急救命士を目指す学生の
コミュニケーション能力向上について

山内亮子⑴ 鱸 伸子⑵
和田貴子⑴ 柳澤厚生⑵
⑴杏林大学保健学部救急医学研究室

⑵杏林大学保健学部医療コミュニケーション学研究室
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や
独
自
性
を
も
っ
て
自
分
の
判
断
で
主
体
的
に
物

事
に
取
り
組
め
る
か
を
測
る
素
養
で
あ
る
が
、
学

生
で
あ
り
基
盤
に
親
・
学
校
へ
の
依
存
が
あ
る
た

め
、
素
養
の
上
昇
に
は
至
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
数
値
と
し
て
は

上
昇
し
て
い
る
た
め
、
個
人
差
が
大
き
い
素
養
で

あ
る
と
考
え
る
。「
対
人
問
題
解
決
力
」
は
数
値
と

し
て
は
上
昇
し
て
い
た
が
、
有
意
差
の
あ
る
上
昇

で
は
な
か
っ
た
。
学
生
は
、
一
般
的
に
関
わ
る
相

手
が
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
そ
の
経
験
に
つ

い
て
は
個
人
差
が
大
き
い
こ
と
が
背
景
に
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

状
況
判
断
知
性
を
構
成
す
る
「
共
感
力
」
は
、

三
つ
の
素
養
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち「
感

情
的
温
か
さ
」
と
「
感
情
的
被
影
響
性
」
は
実
習

前
後
で
変
化
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。「
感
情
的
温

か
さ
」
は
上
昇
に
よ
り
優
し
い
心
を
も
ち
な
が
ら

他
者
に
接
す
る
こ
と
に
繋
が
る
が
、
高
す
ぎ
る
と

過
度
な
同
情
と
な
り
、
的
確
な
判
断
を
す
る
に
は

障
害
と
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。「
感
情
的
被
影
響
性
」

が
高
い
場
合
、
他
者
か
ら
の
感
情
的
な
影
響
を
受
け
や
す

く
他
者
と
の
適
度
な
距
離
を
保
つ
こ
と
や
冷
静
な
対
応
が

難
し
く
な
る
。
こ
の
二
つ
の
素
養
、
他
の
有
意
差
が
認
め

ら
れ
な
か
っ
た
四
つ
の
素
養
と
比
較
し
、
ほ
と
ん
ど
値
の

変
化
が
見
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
、
特
に
コ
ー
チ
ン

グ
実
習
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
影
響
を
受
け
に
く
い
素
養

で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
共
感
的
に
傷
病
者
の
気
持
ち

を
理
解
す
る
が
、
そ
れ
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
適
切
に

冷
静
に
判
断
し
、
活
動
で
き
る
能
力
が
生
ま
れ
た
と
考
え

る
。
も
し
こ
れ
ら
二
つ
の
素
養
が
上
昇
す
る
と
、
救
命
士

と
し
て
燃
え
つ
き
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
る
。
特
に
、
場

の
雰
囲
気
を
観
察
し
適
切
に
対
応
す
る
能
力
や
、
ス
ト
レ

ス
を
う
ま
く
解
消
す
る
能
力
、
相
手
の
気
持
ち
や
感
情
を

理
解
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
に
影
響
さ
れ
ず
に
適
切
に
任
務

を
遂
行
で
き
る
能
力
は
、
救
急
救
命
士
に
と
っ
て
必
要
な

能
力
で
あ
る
。
コ
ー
チ
ン
グ
実
習
を
通
し
、
学
生
が
自
問

自
答
を
す
る
（
セ
ル
フ
コ
ー
チ
ン
グ
）
こ
と
で
、Ｅ
Ｑ
（
情

動
知
能
指
数
）
が
高
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
コ
ー
チ
ン

グ
実
習
は
、
臨
地
実
習
前
教
育
、
卒
業
前
教
育
と
し
て
有

用
で
あ
る
と
考
え
る
。
今
後
も
、
コ
ー
チ
ン
グ
実
習
を
継

続
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

５
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コーチング
群前

コーチング
群後

コントロー
ル群前

コントロー
ル群後

心内知性
能力１ 自己認識力 2.7±0.9 3.1±1.2 P＜0.0007 2.8±0.9 2.8±1.0 n.s.
素養１私的自己意識 52.0±8.8 56.3±9.8 ｐ＜0.001 48.4±9.8 50.0±11.1 n.s.
素養２社会的自己意識 55.5±9.5 57.8±9.8 ｐ＜0.02 55.0±12.8 55.5±10.7 n.s.
素養３特性不安 45.0±10.8 47.2±10.8 ｐ＜0.03 46.1±11.1 46.3±10.3 n.s.
素養４抑鬱性 43.7±9.5 45.2±11.5 n s. 46.4±11.4 47.4±11.7 n.s.

能力２ストレス共生 2.9±1.0 3.3±1.0 ｐ＜0.0016 3.0±1.0 3.1±0.9 n.s.
素養５自己コントロール 49.2±8.7 51.7±10.6 ｐ＜0.02 51.8±8.2 51.8±8.4 n.s.
素養６ストレス対処 49.6±9.9 53.6±11.6 ｐ＜0.002 50.5±8.3 50.1±9.1 n.s.
素養７精神安定性 45.7±8.8 48.1±10.5 ｐ＜0.03 48.4±11.7 48.9±8.8 n.s.

能力３気分創出力 3.0±1.0 3.4±1.0 P＜0.0007 2.9±0.9 2.9±1.1 n.s.
素養８セルフ・エフィカシー 47.4±10.3 53.7±10.2 ｐ＜0.0001 49.2±10.0 40.4±11.6 n.s.
素養９達成動機 51.9±8.1 56.0±8.7 ｐ＜0.0001 49.5±10.1 50.2±9.1 n.s.
素養10気力充実度 49.7±9.8 53.2±9.6 ｐ＜0.0001 47.8±10.7 49.6±11.0 n.s.
素養11楽観性 49.3±8.6 51.7±9.4 n s. 48.9±9. 49.6±11.0 n.s.

対人関係知性
能力４自己表現力 3.0±0.9 3.5±1.0 P＜0.0002 3.0±1.0 3.0±0.9 n.s.
素養12情緒的表現性 49.2±10.0 51.6±11.4 ｐ＜0.03 47.3±10.0 47.4±10.6 n.s.
素養13ノンバーバル・スキル 50.2±8.5 56.7±9.7 ｐ＜0.0001 51.6±10.2 51.4±10.4 n.s.

能力５アサーション 2.8±1.2 3.2±1.1 P＜0.0041 2.7±0.9 2.8±1.0 n.s.
素養14自主独立性 50.8±11.1 53.7±10.7 n s. 52.0±9.2 50.5±10.3 n.s.
素養15柔軟性 50.4±9.7 54.5±11.6 ｐ＜0.0007 46.7±12.3 49.5±13.1 n.s.
素養16自己主張性 45.8±12.3 48.9±12.2 ｐ＜0.02 46.3±9.4 46.0±10.2 n.s.

能力６対人関係力 2.6±0.9 2.9±0.9 ｐ＜0.006 2.7±0.9 2.8±0.9 n.s.
素養17対人問題解決力 45.8±9.6 48.2±9.0 n s. 48.7±8.9 48.1±9.8 n.s.
素養18人間関係度 46.7±8.9 49.7±9.4 ｐ＜0.004 47.4±8.7 47.2±9.2 n.s.

状況判断知性
能力７対人受容力 2.7±1.0 3.3±1.1 P＜0.0012 3.1±0.9 3.0±0.9 n.s.
素養19オープンネス 47.6±8.4 51.2±10.7 ｐ＜0.0003 49.9±8.9 51.1±8.7 n.s.
素養20情緒的感受性 47.8±8.3 53.1±10.5 ｐ＜0.0001 51.8±8.6 50.9±8.8 n.s.
素養21状況モニタリング 50.3±9.6 55.8±9.7 ｐ＜0.0001 52.3±9.1 52.7±10.0 n.s.

能力８共感力 2.8±1.1 3.2±1.2 P＜0.0304 3.0±1.1 3.1±1.1 n.s.
素養22感情的温かさ 50.3±9.3 51.7±10.0 n s. 48.1±9.7 48.8±9.1 n.s.
素養23感情的被影響性 50.6±11 1 49.9±13.5 n s. 51.0±11.8 51.4±12.0 n.s.
素養24共感的理解 47.6±9.7 51.5±10.9 ｐ＜0.0001 49.3±10.6 51.6±9.7 n.s.

知性 能 力 素 養 値が高い場合の行動傾向

心
内
知
性

自 己 認 識 力

私的自己意識 自分の気持ちの状態に関心をもち自分の気持ちを保てることに繋がる。
社会的自己意識 周囲から自分がどう映るかということに対して関心をもてることに繋がる。
特性不安 新たな取り組みや人間関係の構築に際して、過度の不安や心配、緊張することなく向

かうことができると期待できる。
抑鬱性 嫌な出来事や失敗を引きずることはほとんどなく、短時間で割り切り次の行動に移ること

ができる。

ストレス共生
自己コントロール 自分の感情をうまく調整できることに繋がる。
ストレス対処 ストレスを上手く解消していくことが期待できる。
精神安定性 精神的に落ち着き安定することが期待できる。

気 力 創 出 力

セルフエフィカシー 自分の能力・知識・経験に自信をもって物事に取り組めることに繋がる。
達成動機 目標達成意欲やチャレンジ精神をもって物事に取り組めることに繋がる。
気力充実度 日々 の生活に対して充実感をもち積極的に取り組めることに繋がる。
楽観性 物事の明るい側面を見出し、前向きに捉え積極的に取り組めることに繋がる。

対
人
関
係
知
性

自 己 表 現 力
情緒的表現性 喜怒哀楽の感情を素直に表現できることが期待される。
ノンバーバルスキル 話をする際に、身振り手振りや表情、視線などのノンバーバル（非言語的）表現の適

切な使用ができていることが期待できる。

アサーション
自主独立性 主体性や独自性をもって自分の判断で主体的に物事に取り組めるかを測る素養である。
柔軟性 異なる考え方や意見に対して理解をし、状況に応じて臨機応変に対応できることに繋が

る。
自己主張性 自分の考えや思いを率直に述べられることに繋がる。

対 人 関 係 力対人問題解決力
人間関係で生じるトラブルにまっすぐに向き合い、積極的に自分で解決力を講じることに
繋がる。

人間関係度 人間関係を広く良好に維持できることが期待できる。

状
況
判
断
知
性

対 人 受 容 力
オープンネス 周囲に対して心を開き積極的に接することに繋がるため、他者は親しみやすさや近づき

やすさを感じることができる。
情緒的感受性 他者の気持ちを敏感に察知できることに繋がる。
状況モニタリング 場の雰囲気や周囲の状況を観察し、その場に応じた対応ができることに繋がる。

共 感 力

感情的温かさ 上昇により優しい心をもちながら他者に接することに繋がるが、高すぎる場合は、過度な
同情となりうるため、的確な判断をするには障害となることも考えられる。

感情的被影響性 他者からの感情的な影響を受けやすく他者との適度な距離を保つことや冷静な対応が
難しくなる。

共感的理解 他者の立場に立って理解しようとする姿勢に繋がるため、上昇することにより傷病者の
気持ちを共感的に理解して接することに繋がる。

表1表２ 各素養の値上昇により期待できる行動傾向

＜実習１回目＞
時 間 項 目 ポイント

9：30

〜

12：30

コーチングの基本技術
・自己プレゼンテーショ
ン
・傾聴
・環境設定

・意識して人の話に耳を傾け
る
・ノンバーバル・コミュニケー
ション（アイコンタクト・
相づち）を交えて傾聴する
・環境の要素も思考や行動に
影響することを理解する

宿題：自分の強みを10個リストアップ

＜実習４回目＞
時 間 項 目 ポイント

9：30

〜

12：30

コーチングの基本技術
・自己プレゼンテーショ
ン
・傾聴
・タイプ別コミュニケー
ションの方法

・意識して人の話に耳を傾け
る
・�自分の行動や言動について
意識を傾ける�
・�人にあわせたコミュニケー
ションの取り方

宿題：救命士に求められる理想のチームの条件を5個リストアップ
自分のなりたい上司像を5つリストアップ

＜実習２回目＞
時 間 項 目 ポイント

9：30

〜

12：30

コーチングの基本技術
・自己プレゼンテーショ
ン
・傾聴
・承認

・意識して人の話に耳を傾け
る
・環境設定の必要性の説明�
・Ｉ（アイ）メッセージ・
YOU�メッセージによる承
認

宿題：自分の価値と夢について考える

＜実習５回目＞
時 間 項 目 ポイント

9：30

〜

12：30

コーチングの基本技術
・自己プレゼンテーション
・傾聴
・創造的会議の構築
・グループ発表
・承認

・意識して人の話に耳を傾ける
・�環境設定の再確認
・�コーチング式会議法を習得
・�発表者の話に耳を傾ける
・�仲間の成長を互いに承認し伝え
る

表４ EQ構成要素

心内知性

「自己認識力」（私的自己意識、社会的自己意識、抑鬱性、特性
不安）
「ストレス共生」（自己コントロール、ストレス対処、精神安定性）
「気力創出力」（セルフ･エフィカシー、達成動機、気力充実度、楽
観性）

対人関係
知性

「自己表現力」（情緒的表現、ノンバーバル・スキル）
「アサーション」（自主独立性、柔軟性、自己主張性）
「対人関係力」（対人問題解決力、人間関係度）

状況判断
知性

「対人受容力」（オープンネス、情緒的感受性、状況モニタリング）
「共感力」（感情的豊かさ、感情的被影響力、共感的理解）

表3 コーチング実習カリキュラム

＜実習３回目＞
時 間 項 目 ポイント

9：30

〜

12：30

コーチングの基本技術
・自己プレゼンテーショ
ン
・傾聴
・質問についての解説

・意識して人の話に耳を傾け
る
・�環境設定をして傾聴を実践
する�
・�オープンクエスチョン・ク
ローズドクエスチョン

宿題：やる気を出す状況とやる気をなくす状況を5個リストアップ�
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は
じ
め
に

小
児
心
停
止
の
病
因
分
析
を
含
め
た
、わ
が
国
に
お
け
る
全
国

的
疫
学
調
査
は
存
在
し
な
い
。一
方
、自
動
体
外
式
除
細
動
器（
Ａ

Ｅ
Ｄ
）使
用
可
能
年
齢
が
八
歳
未
満（
一
歳
以
上
）に
も
拡
大
さ
れ

た
今
日
、病
院
前
救
護
に
お
け
る
小
児
除
細
動
事
後
検
証
に
際
し

て
、小
児
心
停
止
の
疫
学
を
含
め
た
詳
細
な
デ
ー
タ
蓄
積
の
必
要

性
が
高
ま
り
つつ
あ
る
。ま
た
、救
急
救
命
士
に
対
し
て
の
小
児
除

細
動
を
含
め
た
小
児
蘇
生
教
育
体
制
の
拡
充
も
、併
せ
て
求
め
ら

れ
る
。

研
究
の
背
景

小
児
に
お
け
る
心
停
止
の
病
因
と
し
て
は
、ほ
と
ん
ど
が
呼
吸

原
性
で
あ
る
と一般
に
考
え
ら
れ
て
き
た
。し
か
し
、小
児
に
お
い
て

も
心
原
性
心
停
止
が
こ
れ
ま
で
の
想
定
以
上
に
存
在
す
る
こ
と

が
、海
外
か
ら
報
告
さ
れ
つつ
あ
る
。

実
際
の
小
児
救
命
救
急
の
臨
床
現
場
に
お
い
て
、小
児
の
呼
吸

原
性
心
停
止
を
、良
好
な
神
経
学
的
機
能
を
保
ち
つつ
蘇
生
に
成

功
さ
せ
る
こ
と
が
極
め
て
困
難
で
あ
る
こ
と
は
、し
ば
し
ば
経
験
さ

れ
る
⑴
⑵
。一
方
、心
原
性
心
停
止
に
お
い
て
は
、迅
速
な
除
細
動
が

成
功
す
れ
ば
、良
好
な
転
帰
を
も
っ
て
蘇
生
に
成
功
す
る
可
能
性

が
開
け
る
。心
原
性
心
停
止
が
小
児
に
お
い
て
少
な
い
と
は
い
え
、

こ
れ
ま
で
の
想
定
以
上
に
多
い
可
能
性
が
あ
る
わ
け
で
、こ
の
領
域

に
お
け
る
小
児
傷
病
者
の
救
命
の
可
能
性
を
追
求
す
る
重
要
性

は
、わ
が
国
に
お
け
る
公
共
の
益
の
観
点
か
ら
し
て
も
、著
し
く
高
い
。

国
際
蘇
生
連
絡
委
員
会（
Ｉ
Ｌ
Ｃ
Ｏ
Ｒ
）は
、Ａ
Ｅ
Ｄ
適
応
年
齢

を
一～
八
歳
に
対
し
て
拡
大
す
る
推
奨
を
二
〇
〇
三
年
に
出
し
た

⑶
。さ
ら
に
、小
児
用
電
極
パッ
ド
を
備
え
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
周
囲
に
無
い

と
き
に
は
、通
常
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
小
児
に
使
用
す
る
こ
と
を
是
と
す
る

推
奨
も
し
て
い
る
⑷
。

し
か
し
な
が
ら
、わ
が
国
に
お
け
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
可
能
年
齢
は
、

本
研
究
申
請
時
点
で
あ
る
二
〇
〇
六
年
一月
に
お
い
て
、八
歳
以
上

（
体
重
二
五
㎏
以
上
）に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。ま
た
、救
急
救
命
士
に

よ
る
包
括
的
除
細
動
の
適
応
か
ら
も
八
歳
未
満
小
児
は
外
さ
れ
て

お
り
、こ
の
ま
ま
で
は
心
原
性
の
小
児
院
外
心
停
止
に
対
し
て
、救

命
の
術
が
な
か
っ
た
⑸
⑹
。

国
際
的
な
小
児
蘇
生
指
針
の
潮
流
の
中
で
、わ
が
国
の
あ
る
べ

き
姿
を
国
家
的
に
検
討
す
る
た
め
に
も
、わ
が
国
に
お
け
る
小
児

の
心
停
止
の
疫
学
調
査
と
、Ａ
Ｅ
Ｄ
の
小
児
適
応
への
安
全
性
検
討

並
び
に
救
急
救
命
士
に
対
す
る
小
児
蘇
生
教
育
体
制
の
拡
充
が

不
可
欠
で
あ
る
。

対
象
と
方
法

⑴��

国
内
外
に
お
け
る
小
児
心
停
止
の
疫
学
的
報
告
の
検
索
と

内
容
検
証
を
実
施
し
、わ
が
国
に
お
け
る
小
児
心
停
止
全
国
調

査
の
必
要
性
を
示
す
。

⑵�
N
ational�registry�of�cardiopulm

onary�

resuscitation;�

Ｎ
Ｒ
Ｃ
Ｐ
Ｒ
に
よ
る
小
児
心
停
止
レ
ジ
ス
ト
リ

の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
試
用
し
、当
施
設
の
小
児
心
停
止
疫
学

デ
ー
タ
を
解
析
す
る
。

⑶�

救
急
救
命
士
に
対
す
る
小
児
蘇
生
教
育
体
制
に
関
し
て
、こ

れ
ま
で
の
当
方
のpediatric�advanced�life�support;�

Ｐ
Ａ

Ｌ
Ｓ
を
核
と
し
た
小
児
蘇
生
教
育
実
績
に
照
ら
し
て
提
言
を

図
る
。

結
果

（
１�

─
１
）
国
外
に
お
け
る
小
児
院
外
心
停
止
の
疫
学
的
報
告

の
検
索

北
米
に
お
け
る
小
児
の
心
停
止
の
疫
学
調
査
に
よ
る
と
、一～
七

歳
の
院
外
心
停
止
の
約
八
％
、八
～
一九
歳
の
約
二
七
％
が
心
原
性

で
あ
っ
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
⑺
。院
内
心
停
止
で
は
、小
児
の一〇
～

一五
％
が
心
原
性
で
あ
っ
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
⑻
。

こ
う
し
た
報
告
は一九
六
〇
年
代
以
来
、海
外
か
ら
四
〇
以
上
の

文
献
報
告
が
さ
れ
て
お
り
、こ
れ
ら
を
メ
タ
ア
ナ
リ
シ
ス
し
た
論
文
が

二
〇
〇
五
年
に
出
さ
れ
て
い
る
。そ
れ
に
よ
る
と
、除
細
動
適
応
と
な

る
心
室
細
動（ventricular�fibrillation;�

Ｖ
Ｆ
）・
心
室
頻
拍

（ventricular�tachycardia;�

Ｖ
Ｔ
）が
心
電
図
初
期
波
形
と
し
て

見
ら
れ
た
症
例
は
、一八
歳
未
満
小
児
全
体
の�

八・一％
と
報
告
さ
れ

た
⑼
。ま
た
、死
因
を
論
じ
る
場
合
に
は
、乳
児
突
然
死
症
候
群（
Ｓ

Ｉ
Ｄ
Ｓ
）は
呼
吸
原
性
、心
原
性
と
は
別
枠
の
も
の
と
し
て
分
類
さ
れ

て
い
た
⑽
。

（
１�

─
２
）
国
内
に
お
け
る
小
児
院
外
心
停
止
の
疫
学
的
報
告

の
検
索

ウ
ツ
タ
イ
ン
大
阪
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
デ
ー
タ
を
、小
児
院
外
心
停
止

症
例
に
限
っ
て
解
析
し
た
邦
語
論
文
が
報
告
さ
れ
て
い
る
⑾
。

一九
九
八
年
五
月
か
ら
の一年
間
に
お
け
る
大
阪
府
全
域
か
ら
の
ウ

ツ
タ
イ
ン
様
式
記
録
か
ら
、後
方
視
的
に
分
析
さ
れ
た
結
果
が
報

告
さ
れ
て
お
り
、ウ
ツ
タ
イ
ン
様
式
を
も
と
に
し
た
ポ
ピ
ュレ
ー
シ
ョ

ン
ベ
ー
ス
の
小
児
心
停
止
の
報
告
と
し
て
は
、わ
が
国
唯
一で
あ
る
。

こ
の
期
間
中
の
院
外
心
停
止
症
例
五
、〇
七
四
例
中
一五
歳
以

下
の
小
児
は一四
七
例
。そ
の
う
ち
、心
原
性
五
四
例（
三
七
％
）、非

心
原
性
九
三
例（
六
三
％
）と
分
類
さ
れ
て
い
る
が
、Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
は

「
原
因
が
明
確
で
な
い
」と
い
う
こ
と
で
、ウ
ツ
タ
イ
ン
様
式
の
定
義

に
従
っ
て
心
原
性
に
分
類
さ
れ
て
い
た
。心
電
図
初
期
波
形
は
、Ｖ

Ｆ
／
Ｖ
Ｔ
が
五
例
、心
静
止
が一一
〇
例
、そ
の
他
の
波
形
が
三
二
例

と
報
告
さ
れ
て
い
る
。こ
の
報
告
は
、国
内
の
疫
学
的
報
告
と
し
て

は
数
少
な
い
貴
重
な
も
の
で
あ
る
が
、Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
を
心
原
性
と
し
て

分
類
し
て
い
る
の
が
検
討
課
題
で
あ
っ
た
。

な
お
、わ
が
国
の
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
診
断
基
準
に
も
問
題
が
あ
る
こ
と
が

様
々
な
場
で
報
告
さ
れ
て
お
り
、こ
れ
を
明
確
に
す
る
際
の
わ
が
国

特
有
の
課
題
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
⑿
。単
独
施
設
か

ら
の
報
告
で
は
あ
る
が
、Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
診
断
を
剖
検
に
準
拠
し
た
監

察
医
務
制
度
が
確
立
し
て
い
る
地
域
に
あ
る
神
戸
市
立
中
央
市

民
病
院
か
ら
の
報
告
は
、こ
う
し
た
観
点
に
お
い
て
意
義
が
あ
る
⒀
。

救急に関する調査研究助成事業報告書（概要）

小児心停止の病因に関する疫学調査と
病院前救護における
小児除細動適応に関する研究

清水直樹
国立成育医療センター手術集中治療部
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一
九
九
九
年
一
月
か
ら
の
五
年
間
に
お
け
る
、前
記
施
設
の
来
院
時

心
停
止
症
例
一、一四
九
例
中
、小
児
は
三
六
例
。こ
の
う
ち
、死
亡

し
た
三一例
中
二一例
が
、行
政
解
剖
若
し
く
は
司
法
解
剖
に
至
って

い
る
。Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
は
三
例（
八
％
）で
、そ
の
す
べ
て
に
お
い
て
剖
検
が

得
ら
れ
て
い
た
。そ
の
他
の
内
訳
は
、心
原
性
八
例（
二
二
％
）、非
心

原
性
二
五
例（
七
〇
％
）で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。心
電
図
初
期
波

形
は
、Ｖ
Ｆ
／
Ｖ
Ｔ
の
症
例
は
無
く
、心
静
止
三
四
例
、そ
の
他
波

形
二
例
で
あ
っ
た
。

（
１�

─
３
）
国
内
に
お
け
る
小
児
心
停
止
全
国
調
査
の
必
要
性
に

つ
い
て

国
内
に
お
け
る
小
児
心
停
止
の
全
国
的
疫
学
調
査
を
実
施
す

る
に
は
、わ
が
国
に
お
け
る
小
児
心
停
止
症
例
レ
ジ
ス
ト
リ
の
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
不
可
欠
で
あ
る
。ま
た
こ
れ
は
、わ
が
国
に
お
け

る
Ａ
Ｅ
Ｄ
小
児
適
応
の
拡
大
に
あ
た
って
、そ
の
実
地
応
用
を
事
後

検
証
す
る
際
に
も
、極
め
て
重
要
な
基
礎
デ
ー
タ
と
な
る
。上
記
の

と
お
り
、国
内
外
の
報
告
を
踏
ま
え
、わ
が
国
の
小
児
心
停
止
に

関
す
る
更
な
る
疫
学
調
査
に
お
け
る
課
題
と
必
要
性
が
確
認
さ

れ
た
。

（
２�

）

N
ational R

egistry of C
ardiopulm

onary 
Resuscitation; 

Ｎ
Ｒ
Ｃ
Ｐ
Ｒ
の
試
用

院
内
心
停
止
に
つ
い
て
は
、米
国
を
中
心
と
し
てnational�

registry�of�cardiopulm
onary�resuscitation;�

Ｎ
Ｒ
Ｃ
Ｐ
Ｒ
が
整

備
さ
れ
て
い
る
。こ
れ
は
成
人
の
院
内
心
停
止
ウ
ツ
タ
イ
ン
様
式
に
準

拠
し
た
体
裁
を
整
え
て
い
る
。Ｎ
Ｒ
Ｃ
Ｐ
Ｒ
最
新
版
に
お
い
て
は
、小
児

ウ
ツ
タ
イ
ン
様
式（
院
内
心
停
止
と
院
外
心
停
止
の
両
者
に
適
応
可

能
）に
も
対
応
し
て
い
る
。清
水
、西
崎
ら
は
、こ
の
Ｎ
Ｒ
Ｃ
Ｐ
Ｒ
を
国
立

成
育
医
療
セ
ン
タ
ー
の
小
児
院
内
心
停
止
症
例
に
適
応
し
て
報
告
し

た
が
、こ
れ
は
小
児
心
停
止
に
つい
て
の
、わ
が
国
で
初
め
て
の
小
児
ウ

ツ
タ
イ
ン
様
式
に
準
拠
し
た
研
究
報
告
で
あ
る（
図
１
）⒁
。

こ
の
報
告
に
お
い
て
は
、二
〇
〇
二
年
三
月
か
ら
二
〇
〇
四
年
二

月
ま
で
の
二
年
間
の
期
間
中
に
、院
内
心
停
止
で一分
以
上
の
胸
骨

圧
迫
を
受
け
た
症
例
と
し
て一八
例
が
登
録
さ
れ
、自
己
心
拍
再

開
が一五
例
、生
存
退
院
が
六
例
と
報
告
さ
れ
た
。同
様
の
形
態
で

の
報
告
が
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
小
児
病
院
で
も
な
さ
れ
、二
〇
〇
一年

三
月
か
ら
二
〇
〇
三
年
七
月
ま
で
の
期
間
中
に
、院
内
心
停
止
で一

分
以
上
の
胸
骨
圧
迫
を
受
け
た
症
例
と
し
て一〇
四
例
が
登
録
さ

れ
、自
己
心
拍
再
開
が
五一例
、生
存
退
院
が
三
〇
例
と
報
告
さ
れ

た
。二
四
時
間
生
存
率
と
生
存
退
院
率
の
両
者
に
お
い
て
上
記
二

施
設
間
で
統
計
学
的
有
意
差
は
認
め
ら
れ
ず
、施
設
間
の
客
観
的

比
較
を
行
う
際
の
、Ｎ
Ｒ
Ｃ
Ｐ
Ｒ
の
レ
ジ
ス
ト
リ・プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

と
し
て
の
有
用
性
も
確
認
さ
れ
た
。

（
３
）
救
急
救
命
士
に
対
す
る
小
児
蘇
生
教
育
体
制

わ
が
国
に
お
け
る
本
格
的
な
小
児
蘇
生
教
育
は
、二
〇
〇
二
年

四
月
のpediatric�advanced�life�support;�

Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｓ
コ
ー
ス

の
導
入
に
始
ま
る
。こ
れ
は
そ
の
後
、二
〇
〇
五
年
ま
で
の
間
に
全

国
へ
展
開
し
、一年
間
に
新
た
に
生
ま
れ
る
小
児
科
専
門
医
四
〇
〇

～
六
〇
〇
名
を
対
象
と
す
る
需
給
関
係
が
成
立
す
る
段
階
に
至
っ

T
ask�Force,�International�Liaison�Com

m
ittee�on�

Resuscitation.��Pediatrics�2003;�112:�163-168.

⑷

2005�International�Consensus�on�CPR�and�ECC�Science�
and�Treatm

ent
Recom

m
endations.��Circulation�2005; �112:�

III-1�-�III-125.

⑸

清
水
直
樹
、�

宮
坂
勝
之:�

小
児
を
め
ぐ
る
自
動
体
外
式
除
細
動

器
の
問
題
点
につい
て
、�日
本
小
児
科
学
会
雑
誌2004;�108:�92-94.

⑹

清
水
直
樹:��

小
児
蘇
生
学
の
新
し
い
潮
流
、�Ｂ
Ｌ
Ｓ
と
小
児
二
次

救
命
処
置（
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｓ
）、�

第
13
回
小
児
集
中
治
療
ワ
ー
ク
ショッ
プ

資
料
集�2005;�5-13.

⑺

M
ogayzel�C,�H

erndon�P,�et�al.��O
ut-of-hospital�

ventricular�fibrillation�in�children�and�adolescents:�Causes�
and�outcom

es.��A
nn�Em

erg�M
ed�1995;�25:�484-491.

⑻

N
adkarni�V

M
,�Berg�RA

,�et�al.��First�docum
ented�

rhythm
�and�clinical�outcom

e�from
�in-hospital�cardiac�

arrest�am
ong�children�and�adults.��JA

M
A
�2006;�295:�50-57.

⑼

D
onoghue�A

J,�N
adkarni�V

,�Berg�RA
,�et�al.�O

ut-of-
hospital�pediatric�cardiac�arrest:�an�epidem

iologic�review
�

and�assessm
ent�of�current�know

ledge.��A
nn�Em

erg�M
ed�

2005;�46:�512-522.

⑽

Safranek�D
J,�E
isenberg�M

S,�LarsenM
P.�T

he�
epidem

iology�of�cardiac�arrest�in�young�adults.��A
nn�

Em
erg�M

ed�1992;�21:�1102-1106.

⑾

新
谷
裕
、�

平
出
敦
、�

行
岡
秀
和
ら:�

小
児
の
病
院
外
心
肺
停
止

症
例
に
関
す
る
検
討
―
ウ
ツ
タ
イ
ン
大
阪
プ
ロ
ジェク
ト
よ
り
―
、日

本
救
急
医
学
会
雑
誌�2003;�14:�131-137.

⑿

竹
内
邦
子
、松
裏
裕
行
、月
本一郎
ら:�

従
来
の
乳
幼
児
突
然
死
症

候
群
の
約
３
分
の
１
は
他
の
死
因
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
、日
本
小

児
科
学
会
雑
誌�2006;�110:�934-938.

⒀

柳
井
真
知
、�

有
吉
孝一、�

佐
藤
愼一:�

小
児
心
肺
停
止
症
例
の
検

討
、日
本
救
急
医
学
会
雑
誌�2005;�16:�545-551.

⒁

Nishisaki�A
,�Shim

izu�N,�Nadkarni�V,�et�al:�Tim
ing�of�

brain�im
aging�and�neurophysiologic�assessm

ents�
follow

ing�in-hospital�pediatric�cardiac�arrest.�Crit�Care�
M
ed�2005;�32:�A

61.

⒂

平
成
18
年
度
厚
生
労
働
科
学
研
究
費
補
助
金
、自
動
体
外
式
除

細
動
器（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）を
用
い
た
心
疾
患
の
救
命
率
向
上
の
た
め
の
体
制

の
構
築
に
関
す
る
研
究:

丸
川
征
四
郎

た
。し
か
し
な
が
ら
、主
た
る
対
象
者
は
い
ま
だ
に
小
児
科
医
に
と

ど
ま
っ
て
お
り
、病
院
前
救
護
を
担
う
救
急
救
命
士
へ
の
小
児
蘇

生
教
育
は
、体
制
と
し
て
不
十
分
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に
な
っ
た

（
図
２
）。

わ
が
国
特
有
の
病
院
前
救
護
の
特
性
、殊
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
含
め
た

除
細
動
器
の
特
性
と
扱
い
の
規
定
を
加
味
し
た
教
育
内
容
整
理

も
必
要
で
あ
る
。

考
察わ

が
国
の
院
外
心
停
止
の
発
生
総
数
は
、年
間
約
一
〇
〇
、

〇
〇
〇
件
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。そ
の
う
ち
小
児
は
約
五
％
程
度
に

過
ぎ
な
い
と
い
わ
れ
、年
間
約
五
、〇
〇
〇
人
の
推
計
と
な
る
。（
１
─

１
）に
よ
れ
ば
そ
の
約
二
〇
％
が
心
原
性
と
さ
れ
、年
間
約一、〇
〇
〇

件
の
小
児
心
原
性
心
停
止
発
生
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
に
は
第
一に
、わ
が
国
全
国
レ
ベ
ル
の
小
児

心
停
止
レ
ジ
ス
ト
リ・プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
確
立
す
る
こ
と
が
前
提

と
な
る（
１
─
３
）。し
か
し
、（
１
─
２
）で
示
さ
れ
た
よ
う
に
、小

児
の
心
原
性
心
停
止
と
非
心
原
性
心
停
止
の
定
義
上
の
問
題
が

存
在
し
て
い
る
。こ
う
し
た
定
義
が
明
確
に
規
定
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、小
児
の「
心
原
性
心
停
止
」と
し
て
分
類
、報
告
さ
れ
る
症
例

の
占
め
る
割
合
の
地
域
格
差
が
生
じ
て
い
る
可
能
性
が
示
唆
さ

れ
、日
本
各
地
の
小
児
心
停
止
の
ウ
ツ
タ
イ
ン
様
式
記
録
の
実
態

調
査
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。こ
の
上
で
、（
２
）で
示
す
と

お
り
、全
国
規
模
で
院
外・院
内
を
包
括
し
た
レ
ジ
ス
ト
リ・プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
確
立
が
有
用
と
な
る
。

小
児
に
対
す
る
病
院
前
救
護
体
制
の
変
革
も
含
め
、こ
の
領
域

に
お
け
る
小
児
傷
病
者
の
救
命
の
可
能
性
を
追
求
す
る
重
要
性

は
、わ
が
国
に
お
け
る
公
共
の
益
の
観
点
か
ら
し
て
も
、著
し
く
高

い
。小
児
院
外
心
停
止
の
疫
学
デ
ー
タ
基
盤
整
備
に
引
き
続
く
小

児
院
外
心
停
止
の
事
後
検
証
の
充
実
と
、そ
の
た
め
の
小
児
院
外

心
停
止
に
対
す
る
救
急
隊
の
活
動
基
準
の
個
別
の
制
定
も
必
要

で
あ
ろ
う
⒂
。ま
た
、そ
の
前
提
と
し
て
の
救
急
救
命
士
に
対
す
る

小
児
蘇
生
教
育
の
重
要
性
は
論
を
待
た
な
い
。わ
が
国
の
救
急
隊

活
動
基
準
の
現
状
に
即
し
た
小
児
蘇
生
教
育
体
制
の
充
実
は
、

（
３
）に
示
す
と
お
り
い
ま
だ
不
十
分
で
あ
り
、今
後
の
緊
急
か
つ

重
要
な
課
題
で
あ
る
。
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は
じ
め
に

近
年
、
院
外
心
肺
停
止
（
以
下
Ｃ
Ｐ
Ａ
と
略
す
）
患
者

に
対
す
る
、
救
急
救
命
士
の
処
置
範
囲
が
拡
大
さ
れ
つ
つ

あ
る
。
二
〇
〇
三
年
四
月
か
ら
医
師
の
指
示
を
必
要
と
し

な
い
包
括
的
指
示
下
に
お
け
る
電
気
シ
ョ
ッ
ク
の
実
施
が

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
院
外
Ｃ
Ｐ
Ａ
患
者
に
対
し
て
、
救
急
救
命
士
が
包

括
的
指
示
下
で
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
行
う
目
的
は
、
心
室
細

動
（
以
下
Ｖ
Ｆ
と
略
す
）
に
対
す
る
早
期
除
細
動
を
実
現

す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
二
〇
〇
〇
年
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で

は
、
心
原
性
Ｃ
Ｐ
Ａ
を
Ｖ
Ｆ
の
段
階
で
検
出
し
、
早
期
に

電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
施
行
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
さ
れ

て
い
た
⑴
。

今
回
、
我
々
は
札
幌
市
で
二
〇
〇
三
年
四
月
に
施
行
開

始
と
な
っ
た
電
気
シ
ョ
ッ
ク
指
示
の
包
括
化
が
Ｖ
Ｆ
患
者

の
予
後
に
与
え
る
影
響
を
検
討
し
た
の
で
報
告
す
る
。

対
象
と
方
法

二
〇
〇
二
年
四
月
か
ら
二
〇
〇
五
年
六
月
ま
で
の
三
九
ヶ

月
間
に
、札
幌
市
で
発
生
し
た
心
原
性
Ｃ
Ｐ
Ａ
症
例
の
う
ち
、

救
急
隊
接
触
時
の
初
期
心
電
図
が
Ｖ
Ｆ
で
あ
っ
た
症
例
を
対

象
と
し
た
。
救
急
隊
の
目
前
で
Ｃ
Ｐ
Ａ
と
な
っ
た
症
例
は
除

外
し
た
。
患
者
情
報
の
収
集
に
は
ウ
ツ
タ
イ
ン
様
式
⑵
に
従
い

収
集
し
た
。
電
気
シ
ョッ
ク
の
包
括
的
指
示
が
与
え
る
影
響

を
検
証
す
る
た
め
、
二
〇
〇
二
年
四
月
一日
か
ら
二
〇
〇
三

年
三
月
三一日
を
包
括
化
前
群
、
二
〇
〇
三
年
四
月
一日
か
ら

二
〇
〇
五
年
六
月
三
〇
日
ま
で
を
包
括
化
後
群
の
二
群
に
分

け
比
較
を
行
っ
た
。
予
後
評
価
と
し
て
、
生
命
予
後
に
合
わ

せ
、
神
経
学
的
評
価
を
一ヶ
月
後
と
一
年
後
にCerebral 

Perform
ance Category

（
以
下
Ｃ
Ｐ
Ｃ
と
略
す
）⑶
を
用
い

て
行
い
、
機
能
良
好
と
中
等
度
障
害
を
予
後
良
好
と
定
義

し
た
。

救
急
隊
の
活
動
プ
ロ
ト
コ
ル

研
究
対
象
期
間
の
救
急
隊
の
院
外
Ｃ
Ｐ
Ａ
症
例
に
対
す

る
活
動
プ
ロ
ト
コ
ル
は
、
Ｇ
二
〇
〇
〇
⑴
が
も
と
に
な
っ
て

お
り
、
札
幌
市
で
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
⑴
Ｃ
Ｐ
Ａ

を
確
認
後
、
速
や
か
に
胸
骨
圧
迫
と
バ
ッ
グ
・
バ
ル
ブ
・

マ
ス
ク
に
よ
る
人
工
呼
吸
を
開
始
す
る
。
⑵
胸
骨
圧
迫
と

人
工
呼
吸
を
継
続
し
つ
つ
、
半
自
動
除
細
動
器
の
心
電
図

モ
ニ
タ
ー
で
速
や
か
に
心
電
図
波
形
を
確
認
す
る
。
⑶
Ｖ

Ｆ
を
認
め
た
場
合
は
二
〇
〇
Ｊ
で
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
行
う
。

⑷
Ｖ
Ｆ
が
継
続
し
て
い
る
場
合
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
段
階

的
に
増
加
さ
せ
、
三
連
続
の
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
行
う
。
⑸

除
細
動
が
成
功
す
る
か
、三
連
続
の
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
行
っ

て
も
Ｖ
Ｆ
が
継
続
し
て
い
る
な
ら
ば
、
器
具
を
用
い
た
気

道
確
保
を
行
う
。
⑹
Ｃ
Ｐ
Ｒ
を
継
続
し
つ
つ
、
救
急
車
内

に
収
容
し
、
病
院
へ
搬
送
す
る
。
静
脈
路
確
保
は
現
場
で

は
施
行
せ
ず
、
救
急
車
に
収
容
し
現
場
出
発
後
、
搬
送
中

に
行
う
。
電
気
シ
ョ
ッ
ク
指
示
の
包
括
化
に
よ
り
、
初
期

心
電
図
が
Ｖ
Ｆ
の
症
例
に
対
し
、
電
話
に
よ
る
具
体
的
な

指
示
要
請
を
行
う
必
要
が
な
く
な
っ
た
。

統
計
学
的
検
討

数
値
は
平
均
±
標
準
偏
差
で
示
し
た
。
二
群
間
の
比
較

はStudent t-test

若
し
く
はchi-square test

を
用
い
た
。

P<0.05

を
統
計
学
的
な
有
意
差
あ
り
と
し
た
。

結
果期

間
中
の
心
原
性
Ｃ
Ｐ
Ａ
症
例
は
包
括
化
前
が
三
七
七

症
例
、包
括
化
後
が
一
、〇
四
七
症
例
で
あ
っ
た
。こ
の
う

ち
、救
急
隊
接
触
時
の
初
期
心
電
図
が
Ｖ
Ｆ
で
あ
っ
た
症
例

の
患
者
背
景
を
表
に
示
す
。包
括
化
前
が
五
六
症
例
、包
括

化
後
が
一
三
二
症
例
で
あ
っ
た
。包
括
的
指
示
下
の
電
気

シ
ョ
ッ
ク
の
施
行
開
始
に
よ
り
、Ｃ
Ｐ
Ｒ
開
始
か
ら
電
気

シ
ョ
ッ
ク
施
行
ま
で
の
時
間
は
、三
・
九
±
二
・
二
分
か
ら

二
・
四
±
一
・
三
分
に
有
意
に
短
縮
さ
れ
た（P

︿0.001

）。発

救急に関する調査研究助成事業報告書（概要）

除細動前のCPRの重要性
～包括的指示下の除細動が神経学的予後に与える影響～

早川峰司⑴ 丸藤 哲⑴ 岡本博之⑵ 浅井康文⑵
上垣慎二⑶ 牧瀬 博⑶ 岡本征仁⑷ 岡田基衛⑷

⑴北海道大学病院 先進急性期医療センター ⑵札幌医科大学付属病院 高度救命救急センター
⑶市立札幌病院 救命救急センター ⑷札幌市消防局 警防部
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症
目
撃
の
あ
っ
た
Ｖ
Ｆ
症
例
に
限
定
し
て
も
、Ｃ
Ｐ
Ｒ
開
始

か
ら
電
気
シ
ョ
ッ
ク
施
行
ま
で
の
時
間
が
有
意
に
短
縮（P

︿0.001

）さ
れ
て
い
た
。生
命
予
後
に
関
し
て
は
、Ｖ
Ｆ
症
例

全
体
で
は
、一
ヶ
月
後
で
、三
六
％
生
存（
包
括
化
前
）vs.

三
八
％
生
存（
包
括
化
後
）、一
年
後
で
二
九
％
生
存（
包
括

化
前
）vs.
二
五
％
生
存（
包
括
化
後
）で
あ
っ
た（
有
意
差
な

し
）。発
症
目
撃
の
あ
っ
た
Ｖ
Ｆ
症
例
で
は
、一
ヶ
月
後
で
、

三
七
％
生
存（
包
括
化
前
）vs. 

三
八
％
生
存（
包
括
化
後
）、

一
年
後
で
三
〇
％
生
存（
包
括
化
前
）vs.

二
三
％
生
存（
包
括

化
後
）で
あ
っ
た（
有
意
差
な
し
）。図
に
発
症
か
ら
一
ヶ
月

後
と
一
年
後
の
神
経
学
的
予
後
を
示
す
。Ｖ
Ｆ
症
例
全
体
で

は
、包
括
化
前
が
包
括
化
後
よ
り
も
神
経
学
的
予
後
が
よ
い

傾
向
を
示
し
た
が
、統
計
学
的
有
意
差
は
認
め
な
か
っ
た

（
一
ヶ
月
後

二
五
％vs.

一
六
％
、一
年
後

二
二
％ vs.

一
四
％
）。発
症
目
撃
の
あ
る
初
期
心
電
図
が
Ｖ
Ｆ

の
症
例
に
限
る
と
、包
括
化
の
前
後
で
の
神
経
学
的

予
後
は
、
一
ヶ
月
後（
二
八
％ vs.

一
四
％
、

P=0.048

）
と
一
年
後（
二
六
％ vs. 

一
一
％
、

P=0.033

）に
お
い
て
有
意
差
を
認
め
た
。

考
察今

回
の
研
究
で
は
、
札
幌
市
に
お
け
る
電
気

シ
ョ
ッ
ク
指
示
の
包
括
化
が
、
救
急
隊
接
触
時
の

初
期
心
電
図
が
Ｖ
Ｆ
で
あ
っ
た
患
者
の
神
経
学
的

予
後
に
与
え
る
影
響
を
検
討
し
た
。
電
気
シ
ョ
ッ

ク
指
示
の
包
括
化
に
よ
り
、
Ｃ
Ｐ
Ｒ
開
始
か
ら
電

気
シ
ョ
ッ
ク
ま
で
の
時
間
が
短
縮
さ
れ
て
い
た

（
表
）
が
、
神
経
学
的
な
予
後
は
一
ヶ
月
後
、
一
年

後
い
ず
れ
の
時
点
で
も
悪
化
し
て
い
た
（
図
）。

Ｃ
Ｐ
Ｒ
開
始
か
ら
電
気
シ
ョ
ッ
ク
施
行
ま
で
の

時
間
が
短
縮
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、患
者
の
神

経
学
的
予
後
は
悪
化
し
て
い
た
。二
〇
〇
三
年
四
月

の
電
気
シ
ョ
ッ
ク
指
示
の
包
括
化
を
契
機
に
、救
急

る
た
め
と
考
え
ら
れ
て
い
る
⑷
、⑸
。本
研
究
で
も
、覚
知
か
ら

現
場
到
着
ま
で
は
五
分
前
後
、Ｃ
Ｐ
Ｒ
開
始
ま
で
は
七
分
前

後
を
要
し
て
い
る（
表
）。こ
の
よ
う
な
Ｖ
Ｆ
の
発
症
か
ら
一

定
の
時
間
が
経
過
し
た
状
態
で
あ
れ
ば
、電
気
シ
ョ
ッ
ク
前

に
十
分
な
Ｃ
Ｐ
Ｒ
を
施
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、心
筋
の
酸
素

化
な
ど
の
細
胞
環
境
の
改
善
が
得
ら
れ
、電
気
シ
ョ
ッ
ク
が

効
果
的
に
作
用
し
や
す
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
⑷
、⑸
。こ
の

よ
う
な
考
え
方
を
、従
来
の
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
最
優
先
す
る

考
え
方（Shock first

）
に
対
し
、CPR first

と
呼
び
、

二
〇
〇
七
年
に
改
定
さ
れ
た
救
急
蘇
生
法
の
指
針
⑹
に
も
取

り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、札
幌
市
で
も

二
〇
〇
七
年
四
月
よ
り
、CPR first

を
取
り
入
れ
た
プ
ロ
ト

コ
ル
を
策
定
し
運
用
を
開
始
し
た
。

結
語二

〇
〇
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
電
気
シ
ョ
ッ

ク
指
示
の
包
括
化
に
よ
る
院
外
Ｃ
Ｐ
Ａ
症
例
の
神
経
学
的

予
後
へ
の
影
響
を
検
討
し
た
。
電
気
シ
ョ
ッ
ク
指
示
の
包

括
化
に
よ
り
、
電
気
シ
ョ
ッ
ク
前
の
Ｃ
Ｐ
Ｒ
の
時
間
が
短

縮
さ
れ
、
神
経
学
的
予
後
の
悪
化
を
来
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。
今
後
、CPR first

の
概
念
を
取
り
入
れ
た
プ
ロ
ト
コ

ル
に
よ
り
、
神
経
学
的
予
後
の
改
善
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
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今
回
掲
載
し
た
救
急
に
関
す
る
調
査
研
究
助
成
事
業

報
告
書
は
、
救
急
振
興
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.fasd.or.jp/

）
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

隊
の
活
動
を
プ
ロ
ト
コ
ル
と
し
て
明
確
に
規
定
し
た
が
、こ

の
前
後
で
、実
際
の
活
動
上
、変
更
が
あ
っ
た
点
は
初
回
除

細
動
に
対
す
る
具
体
的
指
示
要
請
の
み
で
あ
る
。つ
ま
り
、

二
〇
〇
三
年
四
月
一
日
前
後
で
、異
な
る
の
は
Ｃ
Ｐ
Ｒ
開
始

か
ら
電
気
シ
ョ
ッ
ク
施
行
ま
で
の
時
間
の
み
で
あ
る
。つ
ま

り
、包
括
化
以
前
で
あ
れ
ば
、胸
骨
圧
迫
と
人
工
呼
吸
が
三
・

九
±
二
・
二
分
継
続
さ
れ
る
が
、包
括
化
後
で
は
二
・
四
±

一
・
三
分
に
短
縮
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。Wik et al.

⑷
や

Cobb et al.

⑸
の
報
告
で
は
、院
外
Ｃ
Ｐ
Ａ
患
者
に
対
し
て
、

即
座
に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
施
行
す
る
よ
り
も
、電
気
シ
ョ
ッ

ク
前
に
一
定
時
間
の
Ｃ
Ｐ
Ｒ
を
施
行
し
た
方
が
予
後
が
よ

か
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。こ
れ
は
、院
外
Ｃ
Ｐ
Ａ
で

は
救
急
隊
が
傷
病
者
に
接
触
す
る
ま
で
数
分
間
の
時
間
経

過
が
あ
り
、そ
の
間
、心
臓
は
虚
血
状
態
に
さ
ら
さ
れ
て
い

         

図 神経学的予後



財
団
法
人

救
急
振
興
財
団

平
成
一
八
年
度
事
業
報
告

救急救命 第19号 30

一  

教
育
訓
練
事
業

各
都
道
府
県
を
通
じ
て
推
薦
さ
れ
た
救
急
隊
員
を
対
象

と
し
て
、
救
急
救
命
士
の
国
家
試
験
受
験
資
格
を
取
得
さ

せ
る
た
め
、
東
京
研
修
所
及
び
九
州
研
修
所
に
お
い
て
次

の
と
お
り
研
修
を
実
施
し
た
。

新
規
養
成
課
程
の
前
期
（
東
京
研
修
所
第
三
〇
期
）
の

研
修
は
、
平
成
一
八
年
四
月
一
〇
日
か
ら
一
〇
月
一
三
日

ま
で
の
約
七
ヶ
月
間
に
わ
た
り
実
施
し
た
。
東
京
研
修
所

に
三
〇
〇
人
が
入
学
し
、
三
〇
〇
人
が
卒
業
し
た
。

後
期
（
東
京
研
修
所
第
三
一
期
及
び
九
州
研
修
所
第

二
三
期
）
の
研
修
は
、
平
成
一
八
年
九
月
一
五
日
か
ら
平

成
一
九
年
三
月
二
六
日
ま
で
の
約
七
ヶ
月
間
に
わ
た
り
実

施
し
た
。
東
京
研
修
所
に
三
〇
〇
人
、
九
州
研
修
所
に

二
〇
〇
人
が
入
学
し
、
東
京
研
修
所
は
三
〇
〇
人
、
九
州

研
修
所
は
一
九
九
人
が
卒
業
し
た
。

研
修
に
お
い
て
は
、
高
度
な
応
急
処
置
を
行
う
た
め
に

必
要
な
専
門
基
礎
分
野
及
び
専
門
分
野
に
つ
い
て
講
義
を

中
心
と
し
た
授
業
を
行
っ
た
ほ
か
、
臨
地
実
習
と
し
て
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
模
擬
実
習
）、臨
床
実
習
（
病
院
実
習
）

及
び
救
急
自
動
車
同
乗
実
習
を
行
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
臨

床
実
習
に
お
い
て
は
、
一
八
八
の
医
療
機
関
（
四
七
都
道

府
県
）
に
研
修
生
を
派
遣
し
た
。
ま
た
、
既
資
格
取
得
者

を
対
象
と
し
た
薬
剤
投
与
追
加
講
習
は
、
平
成
一
八
年
四

月
六
日
か
ら
九
月
八
日
ま
で
の
間
を
四
期
に
区
分
し
、
そ

れ
ぞ
れ
約
一
ヶ
月
に
わ
た
り
実
施
し
た
。
第
二
期
の

一
九
九
人
を
除
き
、
各
二
〇
〇
人
が
入
講
し
、
総
数

七
九
九
人
が
講
習
を
修
了
し
た
。              

国
家
試
験
の
結
果
（
現
役
）
に
つ
い
て
は
、
前
期
の
東

京
研
修
所
研
修
生
が
二
九
三
人
合
格
し
、
後
期
は
、
東
京

研
修
所
研
修
生
が
二
九
七
人
、
九
州
研
修
所
研
修
生
が

一
九
八
人
合
格
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
両
研
修
所
の
卒
業

生
で
国
家
試
験
に
合
格
し
た
者
（
再
受
験
者
を
含
む
。）
は
、

第
一
期
か
ら
の
累
計
で
、
一
二
、〇
一
三
人
と
な
っ
た
。

二  

調
査
研
究
事
業

㈠

救
急
業
務
先
進
国
に
お
け
る
救
急
制
度
に
関
す

る
調
査
研
究

平
成
一
八
年
一
一
月
二
九
日
か
ら
一
二
月
一
〇
日
ま

で
の
一
二
日
間
、
山
口
芳
裕
杏
林
大
学
医
学
部
救
急
医

学
主
任
教
授
を
中
心
と
し
た
調
査
団
を
編
成
し
、
イ
ギ

リ
ス
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
及
び
フ
ラ
ン
ス

に
お
い
て
、
特
殊
災
害
に
対
す
る
救
急
隊
員
を
対
象
と

し
た
対
応
基
準
、
教
育
・
訓
練
体
制
、
資
器
材
等
に
つ

い
て
や
テ
ロ
災
害
な
ど
の
多
数
傷
病
者
が
発
生
し
た
事

案
に
お
け
る
対
応
等
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。

㈡  

救
急
救
命
の
高
度
化
の
推
進
に
関
す
る
調
査
研
究

プ
レ
ホ
ス
ピ
タ
ル
・
ケ
ア
の
充
実
に
関
わ
る
救
急
業

務
及
び
救
急
医
療
の
諸
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
平
成

一
八
年
度
は
二
件
の
研
究
を
行
っ
た
。

実
施
に
当
た
っ
て
は
、「
救
急
の
課
題
等
検
討
委
員
会
」

（
委
員
長
：
山
本
保
博
日
本
医
科
大
学
救
急
医
学
主
任
教

授
）
に
お
い
て
研
究
課
題
を
決
定
し
、
一
件
は
「
救
急

救
命
士
の
病
院
実
習
を
効
果
的
に
行
う
た
め
の
研
究
」

を
自
治
医
科
大
学
へ
、
も
う
一
件
は
「
外
傷
患
者
に
対

す
る
観
察
結
果
と
転
帰
の
実
態
に
関
す
る
調
査
研
究
」

を
広
島
圏
域
外
傷
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
研
究
会
へ
そ
れ
ぞ
れ

研
究
委
託
し
た
。

㈢  

全
国
救
急
隊
員
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

全
国
の
救
急
隊
員
等
を
対
象
と
し
て
、
実
務
的
な
観

点
か
ら
の
研
究
発
表
及
び
意
見
交
換
の
場
を
提
供
し
、

救
急
業
務
の
充
実
と
発
展
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
「
第
一
五
回
全
国
救
急
隊
員
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
、「
救

命
に
懸
け
る
想
い

あ
ら
ゆ
る
可
能
性
へ
の
挑
戦in
さ

い
た
ま
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
て
、
平
成
一
九
年
一

月
二
五
日
・
二
六
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
、
さ
い
た
ま

市
消
防
局
と
共
同
で
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
で
開
催

し
、
全
国
か
ら
四
、〇
六
九
名
の
救
急
隊
員
等
が
参
加
し

た
。
坂
本
哲
也
帝
京
大
学
医
学
部
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

教
授
が
「
こ
れ
か
ら
の
救
急
業
務
に
求
め
ら
れ
る
も
の
」

を
テ
ー
マ
に
特
別
講
演
を
し
た
。
ま
た
、
畑
中
哲
生
救

急
救
命
九
州
研
修
所
教
授
が
「
日
本
版
救
急
蘇
生
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
～
救
急
隊
員
の
行
う
こ
れ
か
ら
の

心
肺
蘇
生
法
～
」
に
つ
い
て
、
谷
口
清
州
国
立
感
染
症

研
究
所
感
染
症
情
報
セ
ン
タ
ー
第
一
室
長
が
「
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
動
向
」
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
教
育
講

演
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
、
現
場
に
近
い
状
況
を
設
定
し
、

実
技
を
交
え
て
指
導
を
行
う
ラ
イ
ブ
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は

「
分
娩
介
助
」、「
ト
リ
ア
ー
ジ
」
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、ケ
ー

ス
ス
タ
デ
ィ
で
「
救
急
業
務
に
お
け
る
訴
訟
問
題
」
が

行
わ
れ
る
な
ど
活
発
な
討
議
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

㈣  

救
急
に
関
す
る
調
査
研
究
助
成
事
業

プ
レ
ホ
ス
ピ
タ
ル
・
ケ
ア
の
充
実
に
資
す
る
た
め
、

救
急
業
務
等
に
関
す
る
先
進
的
な
調
査
研
究
事
業
を
実

施
し
て
い
る
団
体
に
対
し
て
研
究
助
成
を
行
っ
た
。

助
成
実
施
に
当
た
っ
て
は
、「
救
急
に
関
す
る
調
査
研

究
事
業
助
成
審
査
委
員
会
」（
委
員
長
：
島
崎
修
次
杏
林

大
学
医
学
部
教
授
）
の
審
査
に
よ
り
、
次
の
七
団
体
を

決
定
し
た
。

〔
助
成
団
体
〕

○
日
本
医
科
大
学
千
葉
北
総
病
院 

松
本  

尚

「
救
急
隊
員
に
対
す
る
内
科
的
疾
患
向
け
教
育
コ
ー

ス
と
情
報
伝
達
能
力
向
上
の
た
め
の
教
育
教
材
の
開

発
」

○
国
士
舘
大
学
大
学
院 

田
中  

秀
治

「
救
急
救
命
士
に
お
け
る
よ
り
効
果
的
な
薬
剤
投
与

法
に
つ
い
て
の
検
討
」

○
北
海
道
大
学 

早
川  

峰
司

「
札
幌
市
に
お
け
る
包
括
的
指
示
下
の
除
細
動
が
神

経
学
的
予
後
に
与
え
る
影
響
に
関
す
る
研
究
」

○
慶
應
義
塾
大
学 

鈴
木  

昌

「Em
ergency Severity Index

の
病
院
前
救
護
へ

の
応
用
と
救
急
医
療
需
要
に
関
す
る
調
査
」 

 

○
大
阪
府
蘇
生
統
計
検
討
委
員
会 

石
見  

拓

「
病
院
外
心
停
止
症
例
に
対
す
る
救
急
救
命
士
に
よ

る
エ
ピ
ネ
フ
リ
ン
投
与
の
効
果
の
検
討
」

○
国
立
成
育
医
療
セ
ン
タ
ー 

清
水  

直
樹

「
小
児
心
停
止
の
病
因
に
関
す
る
疫
学
調
査
と
、
病
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院
前
救
護
に
お
け
る
小
児
除
細
動
適
応
に
関
す
る
研

究
」

○
杏
林
大
学  

山
内  

亮
子

「
救
急
救
命
士
を
目
指
す
学
生
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
向
上
に
つ
い
て
」

三  
普
及
啓
発
・
広
報
事
業

㈠

広
報
事
業

①

財
団
機
関
誌
発
行
事
業

財
団
の
諸
事
業
及
び
活
動
内
容
を
広
く
関
係
者
に

Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
救
急
に
関
す
る
情
報
等
を
幅

広
く
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
、
都
道
府
県
、
市

町
村
、
消
防
機
関
及
び
医
療
機
関
と
の
連
携
の
強
化

に
資
す
る
た
め
、
機
関
誌
「
救
急
救
命
」
を
定
期
的

に
発
行
し
て
い
る
。

平
成
一
八
年
度
は
、
第
一
六
号
を
平
成
一
八
年
五

月
、
第
一
七
号
を
平
成
一
八
年
一
一
月
に
各
七
、

〇
〇
〇
部
発
行
し
、
関
係
機
関
に
送
付
し
た
。

②
「
救
急
の
日
」
出
展
に
よ
る
財
団
紹
介
広
報
事
業

平
成
一
八
年
九
月
八
日
及
び
九
日
の
両
日
に
、
Ｊ

Ｒ
東
京
駅
丸
の
内
北
口
ド
ー
ム
で
行
わ
れ
た
「
救
急

の
日
二
〇
〇
六
」
の
行
事
に
お
い
て
、
当
財
団
の
事

業
及
び
活
動
を
広
く
国
民
に
広
報
す
る
た
め
、
事
業

活
動
パ
ネ
ル
を
出
展
し
た
。

㈡   

応
急
手
当
等
普
及
啓
発
資
器
材
等
の
支
援
事
業

①

心
肺
蘇
生
訓
練
用
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
及
び
応
急
手

当
講
習
用
テ
キ
ス
ト
等
の
寄
贈

消
防
機
関
に
よ
る
応
急
手
当
の
普
及
啓
発
活
動
を

推
進
す
る
た
め
、
普
及
啓
発
の
講
習
会
で
使
用
す
る

「
心
肺
蘇
生
訓
練
用
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
」、「
Ａ
Ｅ
Ｄ
ト

レ
ー
ナ
ー
」、「
応
急
手
当
講
習
用
テ
キ
ス
ト
」及
び「
応

急
手
当
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
付
感
染
防
止
用
シ
ー
ル
ド
」

を
一
二
九
団
体
に
寄
贈
し
た
。

②

 

救
急
普
及
啓
発
広
報
車
の
寄
贈

応
急
手
当
の
普
及
啓
発
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、

「
救
急
普
及
啓
発
広
報
車
」
を
製
作
し
、
二
団
体
（
大

阪
府
豊
中
市
消
防
本
部
、
宮
城
県
大
崎
地
域
広
域
行

政
事
務
組
合
消
防
本
部
）
に
寄
贈
し
た
。

③
「
救
急
の
日
」
の
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
・
配
付

救
急
医
療
及
び
救
急
業
務
に
対
す
る
国
民
の
正
し

い
理
解
と
認
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、
心
肺
蘇
生
法

を
中
心
と
し
た
適
切
な
応
急
手
当
の
普
及
啓
発
の
推

進
を
図
る
た
め
、「
救
急
の
日
」 

の
ポ
ス
タ
ー
を
約

八
万
枚
作
成
し
、
医
療
機
関
、
都
道
府
県
消
防
主
管

課
及
び
消
防
本
部
等
に
配
付
し
た
。

④

応
急
手
当
講
習
用
テ
キ
ス
ト
の
改
訂
及
び
普
及
啓

発
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等
の
制
作
・
配
付

心
肺
蘇
生
法
の
標
準
的
実
施
方
法
の
改
訂
作
業
に

合
わ
せ
、
救
急
医
療
関
係
者
や
消
防
機
関
の
職
員
の

協
力
の
も
と
、
応
急
手
当
講
習
用
テ
キ
ス
ト
の
改
訂

を
行
い
、
約
八
〇
、〇
〇
〇
冊
作
成
し
、
全
国
の
消
防

本
部
等
に
配
付
し
た
。
ま
た
、
同
テ
キ
ス
ト
に
の
っ

と
っ
た
普
及
啓
発
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
一
〇
、〇
〇
〇
本
制
作

し
、
同
様
に
配
付
し
た
。

㈢   

応
急
手
当
普
及
啓
発
推
進
事
業

救
命
率
の
一
層
の
向
上
を
図
る
た
め
に
、
地
域
の
住

民
組
織
と
消
防
機
関
が
協
力
連
携
し
て
実
施
す
る
応
急

手
当
の
講
習
活
動
に
対
し
て
支
援
を
行
っ
た
。

 

平
成
一
八
年
度
は
、
地
域
の
防
火
防
災
意
識
の
高
揚

を
図
る
た
め
に
全
国
的
に
組
織
さ
れ
て
い
る
「
婦
人
防

火
ク
ラ
ブ
」
を
通
じ
て
、
応
急
手
当
の
普
及
実
践
活
動

を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
と
し
、
財
団
法
人
日
本
防

火
協
会
へ
の
委
託
に
よ
り
、
全
国
二
〇
地
域
で
応
急
手

当
講
習
会
が
開
催
さ
れ
、
二
、〇
四
五
人
の
普
通
救
命
講

習
修
了
者
が
養
成
さ
れ
た
。

四  

救
急
体
制
強
化
事
業

 

各
消
防
機
関
に
お
け
る
自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
二
相

性
波
形
式
）
の
早
期
導
入
を
支
援
し
、
救
急
体
制
の
強
化

を
図
り
、
プ
レ
ホ
ス
ピ
タ
ル
・
ケ
ア
の
充
実
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
に
七
一
消
防
本
部
の
除
細
動
器
導
入
経
費
の
一

部
を
助
成
し
た
。

五  

救
急
基
金
事
業

住
民
か
ら
の
広
範
な
寄
付
に
よ
り
造
成
さ
れ
て
い
る
救

急
基
金
の
運
用
益
を
活
用
し
、
心
肺
蘇
生
訓
練
用
シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
ー
一
体
、
応
急
手
当
講
習
用
テ
キ
ス
ト
三
五
〇
冊

を
富
山
県
氷
見
市
消
防
本
部
及
び
奈
良
県
中
和
広
域
消
防

組
合
消
防
本
部
の
二
団
体
に
そ
れ
ぞ
れ
交
付
し
た
。

六  

そ
の
他

㈠

 

理
事
会
の
開
催

区

分

開 

催 

日

議

案

書
面
表
決
平
成
18
年

４
月
20
日
評
議
員
の
選
任
に
つ
い
て

第 

38 

回

平
成
18
年

６
月
27
日

① 

平
成
17
年
度
事
業
報
告
に

つ
い
て

② 

平
成
17
年
度
決
算
報
告
に

つ
い
て

等

第 

39 

回

平
成
18
年

９
月
13
日
理
事
長
の
互
選
に
つ
い
て

第 

40 

回

平
成
19
年

３
月
20
日

① 

平
成
18
年
度
補
正
予
算（
案
）

に
つ
い
て

② 

平
成
19
年
度
事
業
計
画（
案
）

に
つ
い
て

③ 

平
成
19
年
度
収
支
予
算（
案
）

に
つ
い
て

④ 

評
議
員
の
選
任
に
つ
い
て

⑤ 

理
事
長
の
互
選
に
つ
い
て  

等

㈡

評
議
員
会
の
開
催

区

分

開 

催 

日

議

案

書
面
表
決
平
成
18
年
５
月
15
日
理
事
の
選
任
に
つ
い
て

第 

32 

回
平
成
18
年

６
月
26
日

① 

平
成
17
年
度
事
業
報
告
に
つ

い
て

② 

平
成
17
年
度
決
算
報
告
に
つ

い
て

書
面
表
決
平
成
18
年
９
月
１
日
理
事
の
選
任
に
つ
い
て

書
面
表
決
平
成
18
年

10
月
13
日
理
事
の
選
任
に
つ
い
て

書
面
表
決
平
成
18
年

11
月
17
日
理
事
の
選
任
に
つ
い
て

第 

33 

回
平
成
19
年
３
月
19
日

① 

平
成
18
年
度
補
正
予
算（
案
）

に
つ
い
て

② 

平
成
19
年
度
事
業
計
画（
案
）

に
つ
い
て

③ 

平
成
19
年
度
収
支
予
算（
案
）

に
つ
い
て

④
役
員
の
選
任
に
つ
い
て
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助成の概要

応募の手続

財団法人救急振興財団では、プレホスピタル・ケアの充実、傷病者の救命率の向上等に資す
るため、救急業務に関する先進的な調査研究を行う団体に対して、当該研究に必要な経費の
助成を行っております。
平成20年度の調査研究助成の概要は次のとおりとなっております。

原則として、医療機関（4団体）及び消防機関（2団体）とし、地域メディカルコントロール協議会
等において調査研究を行う場合も含みます。

助成対象団体1

近年における救急救命士の処置範囲の拡大や救急医療の進展の動向等に対応し、プレホスピタル・ケ
アの充実や救急業務の高度化に資する調査研究を幅広く対象とします。

調査研究テーマ

テーマ項目

2

１団体150万円を上限とします。
助成金の使途は、主として研究に直接要する物品の購入費用、その他調査研究に必要な費用並びに調査
研究成果物の刊行費用とします。（アンケート処理のためのパソコン等購入費用、調査旅費等は除きます。）

助成金額4

当財団の「救急に関する調査研究事業助成審査委員会」において審査選考し、申請者に結果を通知します。

選考及び通知5

（１）

（２）

（３）

助成団体代表者は、調査研究期間の終了後速やかに助成対象事業完了報告書及び調査研究成果物
5部を提出するものとします。
調査研究成果の発表に際しては、当財団の助成を受けた調査研究であることを明らかにすること
とします。また、当財団は調査研究成果物の内容の全部を財団ホームページに掲載するとともに、
刊行物その他適宜の方法をもって全部又は一部を発表することができるものとします。
その他、「救急に関する調査研究事業助成要綱」によります。

その他6

調査研究期間3
平成20年4月1日から平成21年3月10日まで

平成19年度の助成研究テーマ（参考）

BLS講習等の効果的な普及方策に関する研究。

救急救命士等に対する訓練・教育に関する研究。

消防と医療の連絡・連携体制に関する研究。

救急需要対策に関する研究。

新たな救急資器材、救急情報システム等の研究。

多数傷病者災害への取り組みに関する研究。

その他、救急業務に関する先進的な調査研究全般。

・救急現場における活動経過時間の記録方法。
・学校教育における応急手当普及啓発の「教育プログラム」及び「視
聴覚教材」の開発。
・心肺蘇生法処置中の家族の立ち会いに関する医療従事者の意識調査。
・各種搬送資器材における Auto   Pulse 使用の有用性の検討。
・電子聴診器を用いた呼吸音の分析。
・プレホスピタルケアにおける PCEC と PSLS の有用性。
・急性期病院で実践できる救急救命士の役割の検討。
・搬送機能を付加した Load-distributing band vest CPR装置の
開発。

過去の研究テーマについて、詳しくは、当財団のホームページ をご覧ください。(http://www.fasd.or.jp）

応 募 方 法

申請書送付先

応 募 締 切 日

問い合わせ先 企画調査課 坂上・栗原

〒192-0364 東京都八王子市南大沢4-6
財団法人 救急振興財団 企画調査課 栗原

所定の申請書に必要事項を記入のうえ、当財団あてに送付。〈申請書は
財団ホームページ からダウンロードする。〉

TEL 042-675-9931 FAX042-675-9050
E-mail：info@fasd.or.jp

平成 20 年 1 月 31 日（木）《当日必着》

（http://www.fasd.or.jp）
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ご連絡・お問い合わせ先
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＊情報提供の形式は問いません。電話、FAX、電子メール又は郵送などでお寄せください。
＊情報等を寄せていただいた方に当財団作成救命講習会用DVD「救命の第一走者」を
プレゼントいたします。提供者多数の場合は抽選で50名様となります。プレゼント
の発送をもって発表に代えさせていただきます。

「
一
〇
年
ひ
と
昔
」
と
い
い
ま
す
が
、
当
財
団

が
発
行
し
て
い
る
雑
誌
「
救
急
救
命
」
も
平
成

一
〇
年
一
二
月
に
第
一
号
を
創
刊
し
て
か
ら
、
今

回
発
行
の
第
一
九
号
で
、
早
一
〇
年
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
皆
様
方

の
ご
支
援
と
ご
愛
顧
の
賜
物
と
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。編

集
会
議
で
は
記
事
の
内
容
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
表
紙
に
つ
い
て
も
全
国
の
救
急
隊
員
及
び
関

係
者
の
方
々
が
目
を
止
め
る
よ
う
に
と
、
毎
回
議

論
を
し
な
が
ら
作
成
し
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、

表
紙
の
絵
の
図
案
に
は
一
定
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
る

こ
と
に
お
気
づ
き
で
し
ょ
う
か
。第
九
号
以
降
は
、

日
本
全
国
各
地
の
特
色
あ
る
風
景
を
背
景
に
、
活

動
中
の
救
急
隊
員
と
救
急
車
を
モ
チ
ー
フ
に
デ
ザ

イ
ン
し
て
い
ま
す
。
前
回
第
一
八
号
の
沖
縄
の
風

景
画
は
ご
記
憶
に
新
し
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

特
に
秋
に
発
行
す
る
奇
数
号
に
つ
い
て
は
、
間

近
に
迫
っ
た
全
国
救
急
隊
員
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

地
の
特
色
あ
る
風
景
を
取
り
込
み
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
に
華
を
添
え
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
理
由
で
、

今
回
第
一
九
号
の
表
紙
は
富
士
山
と
茶
摘
み
の
風

景
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
来
年
一
月
二
四
、二
五

日
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
る
静
岡
市
の
代

表
的
風
景
で
す
。

晴
れ
た
日
に
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
会
場
の
グ
ラ

ン
シ
ッ
プ
か
ら
雪
化
粧
を
し
た
雄
大
な
富
士
山
を

目
の
前
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
是
非
と
も
、

ご
自
身
の
目
で
ご
確
認
を
！ 

（
Ｓ
・
Ｋ
）

●一工夫した救命講習会や応急手当の普及活動（自薦・他薦どちらでも構いません）
●読者に広く知らせたい（消防本部などの）救急に関する取組みについて
●印象に残っている講習会・エピソー

〒192‒0364 東京都八王子市南大沢4－6 財団法人救急振興財団
『救急救命』
ＴＥＬ 042‒675‒9931 ＦＡＸ 042‒675‒9050 E‒mail：kikaku-info@fasd.or.jp
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